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情 報センタ一二年目を迎えて

.. 
高 鳥 正 夫

（砂防教育情報…一所長
兼三田情報センター所長
兼 図書館（三国〉館長...••........•.............................................•............ ................................................................................................ 

七年の歳月と義塾の総

力をあげて作成した鹿応

義塾大学研究 ・教育情報

センター計画に基いて，

昨年4月に発足した情報センターも，ここに二年

目を迎えることとなった。また，地区センターの

うち，最初に発足した三国情報セソターが，慶応

義塾図書館と三回の学部研究室との有機的な一体

化を目標に，職員の再配置を行い，図書，資料に

関する緊密な連繋を実現するため活動を開始して

から一年を経過した。

われわれは情報センタ一計画にそってこれを具

体化してし、く立場にあるが，計画の作成段階にお

けるとは異なって，具体的にこれを実現していく

場合には，失敗と後退とが許されないだけに，↑青

報センタ一関係者にとっては慎重さと勇気とが求

められた一年で、もあった。 これまで新しい仕事に

努力されてきた情報センター職員に心から感謝し

ている。

三国情報センターの一年間

昨年度において三国情報センターが立案し実行

してきた諸問題は，（1）図書 ・資料の計画的な収

集，（2）閲覧，情報サービスの向上，（3）収書，整理

業務の改善，仏）その他の問題に大別することがで

きる。

(1) 図曾 ・資料の計画的な収集

三国情報セソターのうちには，図書館と学部研

究室というこつの特色ある機能単位があるが，そ

の聞における資料収集上の連絡は必ずしも十分で

なかった。われわれはこれらの機能単位聞におけ

る資料収集上の一体化こそ，義塾における研究 ・

教育体制を支援する情報センター活動の根幹をな

すものと考えた。そこで情報センタ一発足に当っ

て，資料収集に関する連絡調整を密にするため専

任の収書担当者を置き，三年間をかけてまずその

調整を実行することとした。新年度は文学部関係

の主題を中心に調整を行い，必要な図書 ・資料

200万円以上を購入した。

各学部図書委員会と情報センターの間では，こ

れまでも資料収集方針に関する数回の打合せを行

い，その協力体制も次第に強固なものとなってき

た。 こうした情勢の上に，約1000万円にのぼる英

国議会資料（BlueBooks） の購入計画をたて，

図書時，各学部および小泉基金などの協力のもと

に文部省の研究設備助成金を申請したところ幸い

認可され，他大学にさきがけて貴重な根本資料を

所蔵することができた。

学習用基本図容についても，従来，指定図書お

よび開架図書として収集が行われてきたが，収集

の範囲を学習用コレクションとして系統的に拡大

すると共に，冊数も 3万冊程度を目標に次第に充

実する計画をたてた。そして教員の推薦のほか情

報サーピス担当者の協力をえて，約1100冊を新た

に購入した。

(2) 閲覧，情報サービスの向上

情報センターは優れた図書 ・資料の収集に努め

る一方，研究者や学生がこれらを十分に利用でき

るような体制を整えなければならなし、。そこで，

従来図書館，研究室に分れていた閲覧，雑誌，レ

ファレンス ・サーピスの各担当者をパブリック ・

サーピス部として集約し，閲覧，情報サーピスの

向上をはかることとした。

まず研究室書庫棟に関しては，各学部の理解と
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協力のもとに，大学院修士および博士課程の学生

諸君も書庫棟に入庫し，閲覧，貸出の便宜を受け

うることとなった。図書館についても利用度の高

い新聞，雑誌のパックナンバー，判例集など合安

全開架式に改めたが，その後の調査によると，各

学部学会誌を中心に盛んに利用されてきている。

また，情報サーピスを拡充して研究室書店槙にも

担当者を配置し，更に研究者の要望に応えて，

「経済学関係記念論文集記事索引」などの文献シ

リーズをこ1号まで発行してきた。

これらの経験を基礎に，更に需要が増大してき

た情報サービスの向上をはかると共に，学生諸君

の利用上の使宜を促進するため，レファレンス ・

ルームの拡張と安全開架式書Fl:tの拡大をF,j-jiiijし，

ほぼ準備を完了している。これらの拙置が学生諸

rtの学問判関心の高揚に役立てば宰いである（そ

の詳細lについては，安西郁犬 「学生の閃古館利用

のー1tJr1(iiJp. 4）。

(3）収苫，整理業務の改善

三回情報セソターの発足に際して，収古，整理

業務の円滑化をはかるため，これをテクニカル・サ

ービス部に統合すると共に，作業マニュア伎を作

成した。従来，購入見込の図書 ・資料は同内館，

各学部研究室にそれぞれ持込まれていたが，昨年

四月からは情報センター収書課がこれを一指して

受入れることとした。この試みは初年度において

もかなりの効果をあげてきたが，今後も工夫を加

えて，計画的な収書に役立たせたいと考えてい

る。

収書課に持込まれた図苫 ・資料は各学部図書委

員会，図書館選定委員会によって選定された後，

和漢書も洋書もすべて整理課で務理されることと

なる。この整理業務のうち，和告の目録カード作

成に当って，国会図書館の印刷カードを利用する

整理方式も採用した。これによって整理業務の一

部は簡易化されたが，同様の狙いをもって，洋苫

についても部分的に米国議会図古館の印刷カード

を導入している。

これらの印刷カードの採用，図書館，研究室所

蔵の洋書合同目録の編成，並びに，分類体系の再

検討などを含む図書検索手段の確立は，情報セン

ター活動に重大な影響をもつことはし、うまでもな

い。そのため，われわれは今後もこの地味ではあ

るが重要な業務の達成に努力していきたL、。

(4) その他の問題

同芹館，各学部研究室はそれぞれj以計方針に対

応する予算しの項目区分をもっており ，また，教員

の研究費である特別図書予算にも個人別の口座が

設けられている。そこで三田情報センターでは，

この 400を越える予算項目を迅速かつ正確に管理

するため，発足直後からコンピューターによる予

算管理を実施している。

情報センターの日常業務のうちには，これ以外

にもコンピューターの利用に適するものも存在し

ている。そこで，各地区図書館の協力をえて機械

化の研究グループを設けているが，このグループ

に対して，最近， 日木経＼W.;1/;判HIM発協会から研究

奨励金が交付ーされた。

木功の所蔵するn屯な資料を展示することは，

これまでも悶書館において行われていたが，三回

情報センタ一発足を契機に．定期的にその展示を

行うこととした。昨年は五月の江戸市民生活展を

皮切りに，三回文学，三田評論必ど、関係者の協力

をえて，五回にわたって原資料を教職員．学生に

公開することができた。

本年度の主な実施計画

われわれが地区センタ ーの うち，まず三国情報

センタ ーの確立に着了ーしたのは， 情報センタ一計

画の立案当初から予定されたことであった。それ

は三問地区のもつ重要性に注目したためでもある

が，同時に，他の地区センターにはそれぞれ特殊

な事情があり，それに応ずる準備が必要であった

ためで・もある。そこで，情報センタ一二年目の実

施計両のうちの主なものは，三回以外の地区セン

ターの発足の問題である。

(1) 医学情報センターの発足

昨年度後半から準備を進めてきた医学情報セン

ターは，必要な手続を完了して，本年四月から発

足することとなった。従来，北里記念医学図書館

においては医学図書館協会の活動や Medlarsに

代表される文献情報変換など圏内および国際的な
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協力もすてJこ行われていた。また，情報サービス

についても幅広い需要者層を対象に活発に行わ

れ，機能的な面では高〈評価されていた。従って

ノト回の医学的報センターの発足も，その実態に必

~な形式をJl備したものということもできょう。

今後の問題は，医学情報セ ンターとして圏内お

よび国外のネ ットワークに参加するための資金と

人材とを，どのようにして確保し維持していくか

という点にある0 し六、かえれば，三回，日吉の場

合とは大きく事情が異なる医学情報センターが，

義塾の研究，教育体制のなかでし、かなる地位を占

めるべきかという点を，慎重に考慮する段階が近

づL、ているようである。

(2) 日吉情報センター，理工学情報センターの

発足の準備

日吉情報センターの中心をなすものは，日吉研

究室と藤山記念日吉図書館であるが，前者ーは学部

別というよりは部門別に研究者が組織されてお

り，後者については学習図書館としての性格が波

い。更に，研究室と図書館とが場所的にも離れて

いるなど， 三回情報センタ ーの場合とはその条件

を異にしている。そこで，本年四月から日吉情報

センター準備委員会を設けて，発足の準備に入り

たし、と考えている。

次に，工学部の日吉矢上台への移転工事は着々

と進行しており，松下電気産業株式会社の好意に

よる図書館棟は九月末までに完成の予定である。

工学図書館の日吉移転に伴って，利用サーピス面

での拡充が計画されており，やがては医学情報セ

ンターにおけると同様に，その活動が広範囲に及

ぶことも予想される。そうした事態にし、かに対応

するかとし、う課題をひかえて，本年度は理工学情

報センタ一発足の準備にとりかかる予定である。

おわりに

大学がその崇高な使命をかかげながら，突は最

も無計画であり明確な見通しも持っていないと

か，計画案はあってもそれがなかなか実現しない

という世間の戸も聞えてくる。けれども慶応義塾

においては，管理組織の変更のような華々しさは

ないとしても，大学における研究と教育を補助ま

たは支援する図書館，研究室の再編成を目指し

て，優れた計画に基いて着実な前進が行われてい

る。

情報センタ ーは直接の準備段階に入ってからの

一年聞を加えると，丁度これで二年間を経過した

ことにもなる。われわれはこの聞の経験からいっ

て，今後の情報センター活動は，義塾における研

究，教育に更に密着して進めていきたいと考えて

いる。たとえば三田情報センターにおける収書計

画や情報サービスも， 研究者が何を研究し，いか

なるサービスを求めているかを熟知した上で，初

めてそれに応える活動が可能となるからである。

その意味においても，われわれは情報センター

活動に対する教職員，学生諸君の理解と協力を今

後もえたL、し，それによって情報センタ一計画を

完全に実現できると確信している。

(46年 4月10日記）

ユース
《医学情報センター〉

~医学情報センターの発足

医学的報センターは本年4月1日をもって正式に免

足し，従来の」t虫記念医学図魯館の業務を全面的に継

承した。また，発足と同時に医学情報セソター協議会

が設置され，活動を開始した（ P. 31参照）。なお，医

学情報センタ 一所長には外tJI敏夫君（医学部教授〕が

任命される。

会個人別コンテンツ・サービス

従来のコンテソツ ・サーピスは利用頻度の高い所蔵

雑誌1剖誌を対象として月 3回発行（有料）するもの

であったが，昨年からはそれと平行して倒人別のサー

ビス（有料）を開始した。これは各倒人の必要な雑誌

を登録しておき，その雑誌が受入れられると即日に目

次部分を復写して利用者に送るというもの。現在申込

者34件，延対象誌763誌である。

食公司盤関連業務の増大

米国大気汚染技術情報セソターに対して日本の関連

文献を探索し，抄録を作り，税訳して提供するという

活動が，軌道に乗りはじめた。近年は公害全般にわた

って内外の関心が高まりつつあり，当センターもこれ

に対処するべく公害グループを形成していくつもりで

ある。
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学生の図書館利用のー断面

一一 図書館（三国〉における学部学生利用の調査を中心に一一

1969年がゲバルトに明けゲバルトに暮れたのに

ひきかえ， 1970年の三回キャンパスはほぼ平稿で

あったといえよう。時おり中庭で聞かれるヘルメ

ット集会を取り巻く学生の数は次第に減り ，赤煉

瓦の図書館で静かに勉強する学生が漸地し休暇

シーズンを除けば，連日満員の盛況があれ、た。

1970乞 4月， 三回情報センターの発足と同時

に，パプリック ・サービス部の責任者として赴任

した筆者は，情報センターにふさわしいライブラ

リー ・サービスを計画するのに必要な統計的デー

タをあれこれと集めてみた。この拙稿は，手許の

データを通じて見た学生の図書館利用のー断而を

描いたちのである。

昨年の 4月から受付での入館証交付を廃止し，

利用者は学生証または入庫券を提示するだけで入

館する方式が採用された。従って，入館者数に関

する記録はなし、。これについては，サンプリング

調査を実施しf二＼，、と考えていたが， 70年度中には

遂に実現しなかった。筆者は 1日の入館者数を平

均千数百名と推定している。

三回には文 ・経 ・法 ・商の 4学部が存在する

が，図書館を最もよく利用するのはいずれの学部

の学生であろうか？ この興味ある疑問に答える

ために．筆者は70年の10月12日（月〉から10月17

日（土）までの 1週間を選び，図書館内で閲覧さ

れた図書と雑誌について，ささやかな調査を試み

た。

図書館の 2階に開架室というものがあり， 1万

2千冊とし、う小コレクションでありながら，学習

用図書を主体とし，かつまた接架方式を採ってい

るた'li:;利用がさかんであり，図書利用全体の約35

安西郁夫

（三回伽ソター
パブリッ ク 日ス部長代理）
1t 同 閲覧課長

%をカパーしていた。このコレクショソとレファ

レンス ・コレクションは共にオープン制なので，

前記調査の対象からは除外した。調査の対象は出

納方式によって利用された閉架図書に限られてい

る。雑誌の最新号のう ち約270種は展示架に出て

いるので，利用実数は不明であり，これも調査対

象から除外した。

調査期間中に閉梨図古を;f"ljffiした学生数は，文

学部420名， 法学部211名， 経済学f,j1185名，商学

部68名である。

学部を無視して学年別に見ると， 1年1名，2 

年87名， 3年 291名， 4年505iうとし、う数字にな

り，高学年ほど利用者が多L、。

性別で区分すると，男干 555i号に対して，女子

は329名である。

学部，学年，性の組み令わせて・上位10位までを

列挙すると，文4女 （189），経4男（97),法4

男 （90），文4男 （75），法3男（73），経 3男

(71），文3女（55），文 2男 （46），商3男（43),

文3男（27），文2女 （27）のJI慎になる。

図1は前記の数字をグラフ化したものである

が，文学部，特にその女子学生の利用が顕著であ

る。

雑誌の利用について見ると，様相は一変する。

学部別では，法学部が215名でトップに立ち，経

済学部が 121名でこれに次ぎ，文学部は70名，商

学部は51名となり ，図書の場合とは大きな違いを

見せている。

学年別では，1年1名， 2年7名， 3年143名，

4年300名で，高学年ほど利用が多い点は図書と

同じである。
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表1は，学部，性の組み合わせによる図書と雑

誌の利用率を示すものであるが，表中の数字は，

利用者数を在籍者数（70年1.0月1日現在）で割

り， 100を掛けたものである。図 1.学部・学年・性別
図書閲覧者数

学部・性別利用事

図 岱 雑 誌

経 女 19.0 法 女 17.4 

ヌ； 女 17.9 法 !1} 5.4 

法 女 16.9 経 男 4. 7 

文 男 12.5 経 女 3.8 

経 男 6.8 文 女 2.8 

法 男 5.0 商 男 2.0 

商 男 2. 7 商 女 1. 8 

商 女 1. 8 叉 男 1. 6 

全 16.9 4.4 

全 5.8 3.8 

全 7. 7 全 3.9 

表 1

法
経

文

除Ill:

人

300 

200 

100 

この表で切らかなように，女子学生が一般に勉

強家であることは確かなようである。雑誌の場合

法学部の利用率が高いことは，最もよく利用され

る雑誌が「ジュ リスト」であることによって裏付

けられよう。

70年度 1年間に図書の館外貸出を受けた学部学

生は，延10,469名に述する。

この数字は，三田在籍の学部学生数にほぼ等し

いから，学部学生は，平均年に 1回図書を館外に

借り出したことになる。 この数は，決して多いと

はいえなし、。我々としては，その原因をさぐって

みる必要があろう。

学部学生に対する館外貸出は， 1 Hit 1週間であ

る。 70年6月に実施された大学図書館貸出実態調

査（図書館雑誌 vol.64, p. 585-7）によれば，

回答121館の 60.3%が貸出期聞を 1週間と定めて

いる。ところが，冊数に関しては， 2冊（47.9

%), 3冊（30.6%）とし、う数字が示されており，

冊数を 1冊に制限している館は，わずか7.45%に

しかすぎなし、。我々は 1日も早く貸出を 1週間 2

冊の線に到達させなければなるまし、。

図書館の中で最もよく利用されるのが開架室の

コレクションであることは先にも触れたが，この
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性別で区分すると，男子 365名，女子85名とな

る。

学部，学年，性の組み合わせでは，法 4男

(112），経 49:l (77），法3男（64），経 3男

(40），文4女（37），法4女 （34），商3男（25),

商4男（24），文4男 （12），文3女（ 6）が上位

10位を占めている。図書の場合優位を占めた文学

部は，その座を法学部と経済学部に明け渡してい

る。

以上のデータは，いずれも絶対数であるが，学

生数は学部によってかなり異なるので，利用率の

突際を知るには，在籍者数との対比が必要であ

る。

法

届ぺ
クJ

車干

2 

文



コレクションは利用が競合するため “禁市”扱い

にされていた。借出の needが，最も強いと考え

られる図書が貸出の対象から除外されていたわけ

である。三回情報センターの発足後間もなく，こ

のコレクションの充実強化が収書基本方針のーっ

として採りあげられ，プロジェク ト・チームが編

成されて，その選択，収集，整理に当った。

とはし、え，たかだか 1万数千冊の開架図書の補

強が根本的な解決をもたらすとは到底考えられな

L、。 「利用される図書館」を実現するには，思い

切った体質改善が必要で・ある。

慎重な調査とプランニソグを経て，三国情報セ

ンターは，本年3月に改善策を実行に移した。す

なわち，書庫内の図書を全面的に入れ替え，利用

度の高い図書約18万冊を第3書庫の 1眉 ・2層に

集中配架しこの部分を開架式に切り換えた。こ

れに伴い，2階の閲覧事務室を 1階に移すと同時

に，狭いスペースに悩んでいたレファ レンス ・ル

ームは，その間仕切り壁を取り払い，2階のフロ

アー全部を使用することになった。この結果，新

館（第3書庫〉の地上部分は，3階の雑誌室を含

め，すべてオープンシステムで運用されることに

なった。

新体制によるサービスは， 4月12日に開始し

た。 1週間を経たにすぎない現時点では，利用者

は新しいシステムに不馴れであり，戸惑いが感じ

られるが，図書館が真に「利用される図書館」の

軌道に乗るのは，それほど遠い先ではなさそ うで

ある。

(46年 4月20日記〉

ユ ース

《三国情報センター》 入り，自由に図苫を選択し閲覧もしくはm・出すことが

できる。 これに伴い， レファレンスルームも改造し新

食学部 ・図書館問におけあ収書計画上の調整 館2階全床を使用しサーピスの肱大を計っている。

従来は皆無にひとしかった学部 ・図書館聞における

資料収集上の述絡を密にし，両者の調整を計った上， 女OECD出版物の寄託

予算の効果的使用を高め，良質の資料の必要に応じた 外務省経済局国際機関第二~の斡錠によ り， OEC 

分担収蔵の可能性をももたらすべく，専任の担当者を Dから本塾へOEC D出版物（昭羽）45年11月以降のも

置いて活動を開始した。具体的には，各学部の収白計 の〉が寄託されることになり， 第一使は既に到着し

回，収容方針の実情と収illに関する意見を求め図m館 た。これらの出版物は三回情報センターに保管され，

の蔵書及び収百計画への要望等を聴取している。 図書館側雑誌室において利用に供せられる。

なお，これに伴なし、，初年度は文学部関係の主j砲を

中心として必要不可欠と！:Y、われるもの200万円以上を 合大学院博士 ・修士論文の移管

勝入した。 博土 ・修土論文はこれまで教務部に保管されていた

経・商・法各学部についても年次計四のもとに突焔 が， 三回情報センターでは工・医を｜徐く各研究科の諭

してゆく方針である。 文を引きとり，研究室JHIIB2階に収納した。

会図書館におけ-'5大規績な開架方式の実施

図書館側の閲覧サービス改善のため，三回情報セン

ターでは去る 3月に書店および事務室の大巾な移動を

行ない，利用度の高い図魯約18万冊を第3:f.!l路〈新館〉

1, 2階に集中配架し，この部分を開架式に切換え

た。 これにより， 本年4月より，開架図容を利用する

場合〈図書館図曾を利用する学部学生の90%以上がこ

のケースにあてはまる〉 には， 玄関受付脇から閲覧手

続用カウンターおよびロッカーを経由して開架哲郎へ
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現在は整理手続も終了し既に閲覧に供せられている

会展覧会

新体綱領発布100年記念展 10月14日～17日

三国文学創刊60周年記念展 11月10日～13日

斯道文庫創立10周年記念善本展 12月1口～4日

三国評論創刊700号記念展 1月19日～22日

三国移転100年記念明治初期慶応義塾資料展

4月20日～22日

度J;c,義塾所蔵中世古文書展 5月26日～29日



；；文部省科学研究費補助金

一一 公募ーから配分決定まで一一

I 補助金の種類と内容

文部省の科学研究費補助金は，研究者もしくは

研究グループから申請のあった研究テーマと内容

について審査のうえ，学術的に重要なものをとり

あげて研究費を配分するもので，その対象はほぼ

すべての学問領域にわたっている。

以下，昭和46年度の公募要制にもとづいて，種

類と内容について述べよう。

1. 種類と構成

ーがん特別研究
一科学研究資ーー｜一特定研究（ 1～10) 

科学研究費
補助金一

一総合研究（A, B) 

一一般研究
(A, B, C, D) 

一試験研究

戸 ，ー奨励研究（A, B〕
一研究成栄刊汀ti

2. 内容

Oがん特別研究

医学的研究はもとより，生物学，生化学，徴

生物学，薬学等関連諸領域の研究を総合して行

なうがんの本態の究明を主とし，さ らにその治

療，予防を目標とする研究をも対象とする。

0特定研究

学術的または社会的要請の観点、から，毎年特

定の研究領域を指定し，該当する領域内の研究

テーマに対して審査のうえ助成するもので，本

年度の指定領j或はつぎのとおりである。

(1）災害科学

(2) 生物物理

(3）極低温における物性

(4）脳障害

(5）産業構造の変革とそれに伴なう諸問題

(6) 水資源

(7）情報処理に凶する基礎的研究

(8）科学教育〈教育工学を含む〉

(9) 生物環境制御

帥 人間の生存と自然環境に闘する基礎的研

究

O総合研究

総合研究 （A)

異なる機関に所属する研究者が共同して，

緊密iな辿絡のもとに焦点のしぼられた具体的

な研究部組の研究を行なうものを対象とする

総合研究 （B〕

.'.Nなる機l却に所胤する研究者間の研究辿絡

を主目的とするものである。

O一般研究

同ーの研究機｜共lに所以する研究者が倒人で行

なう研究または数人で共同して行なう研究であ

って，特色ある研究を格段に発展させるための

ものを対象とする。

一研究課題に対する要求額（ 2年または 3年

にわたって継続するものについてはその継統分

を含む総制）の多寡による次の 4種類（A～D)

とする。

一般研究 （A)

一般研究 （B)

一般研究 （C)

一般研究 （D)

O試験研究

1. 000万円～2,500万円

300万円～ 999万円

100万円～ 299万円

100万円未満

重要な応用的研究のうち基礎的段階のもの

で，成果が実用に移される可能性をもっ研究を

対象とする。とくに新材料，新製法等の開発に

関する基礎的研究，性能の高い研究用機器の試

作研究あるいは社会的実際問題の解決に役立つ

実証的研究に重点をおく。

0奨励研究
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奨励耕究 （A)

研究歴の若い研究者が他人で行なう研究で

あって，将来の発展が期待できるすぐれた着

想をもっ研究を対象とする。研究歴の若い研

究者とは，たとえば学位取得後5年以内また

は大学学部卒業後10年以内のものをし、う。

なお．奨励研究 CB）は小 ・中 ・高校の教職

員および民間研究者の行なう研究を対象とする

もので，これは別に公募する。

0研究成果刊行費

学術酌価値が高いが市販性に乏しいため刊行

が困難な研究成果および学術資料の刊行を援助

するもので，対象は次の三種類とする。

(1）学術定期刊行物

わが国の代表的な学会等が，国際学術交流

に資するため定期的に刊行する，次に掲げる

学術誌：

（的欧文誌

(b; 次の条件を満たす和文誌

1) 欧文抄録を有すること

2) 発行学会の会費が年額800円以上で

あること

3) 年4回以上発行していること（自然

科学関係のみ〕

(2) 学術図書

個人または学会等が，個人または共同によ

る研究の成果を発表するために刊行する図

書。

(3) 二次刊行物

個人または学会等が，学術研究の基礎資料

として刊行する抄録誌，索引誌，文献目録，

総合目録等の二次刊行物。

なお，上記のうち次のものについては，研究計

画の遂行上，同一課題を次年度以降も継続して研

究する必要性が認められる場合には，それぞれの

年限の範囲内で研究費の交付が予定される。

① 2年を限度とするもの・…・・特定研究（4

～7），試験研究

② 3年を限度とするもの……がん特別研

究，特定研究（ 8～10），総合研究（A),

一般研究

s. 申請の方法

補助金交付年度の前年12月の一定期間内に，所

定の計画調書その他の必要書類を添えて申請する

こととなる。しかし実際には，義塾として，庶務

課でとりまとめて申請する都合上，塾内での提出

期限を多少早めに設定する。なお，くわしくは毎

年10月～11月頃の塾報に公示される。

Il 審査のしくみと配分基準

1. 配分審査の組織

補助金配分のための調査審議は，学術審議会の

科学研究費分科会において行なわれるが，実際に

は補助金の種類に応じて「がん特別研究」，「特定

研究」，「一般研究等」，「成果刊行」のそれぞれの

審査会が分担する。

このうち特定研究審査会については，毎年設定

される研究領域別の小委員会により ，また，成果

刊行審議会においても，学問の系統による 7小委

員会によって，それぞれ実質審議が行なわれた

（昭和45年度〉。

一般研究等審査会は「総合研究」「一般研究」

「試験研究」 および「奨励研究（A）」 を審査対象

とし二段審査方式をとる（昭和45年度は 509名

の委員によって第一段の書面審査を行ない， 90名

の委員によって第二段の会議審査が行なわれた〉。

一般研究等審議会はさらに二つの系列による次

の12の小委員会にわかれて，専門領域毎に実質審

議が行なわれることとなっている。

第一系列……一般研究 cc・D），専門分

野にまたがるものを除く総合研究

(A），試験研究，奨励研究（A）を

担当するもの

文学，法学，経済学，理学，工学，良学，

医学，家政学，体育学等の8小委員会

第二系列－・…一般研究（A・B), 専門分野

にまたがる総合研究（A），総合研究

CB）を担当するもの

人文系，物理系，化学系，生物系の 4小委

員会

2. 配分審査の基準

学術審議会は審査にあたっての基本方針を定め
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るが，昭和45年度の場合，その主なものは次のと

おりであった。

(1）各種目の目的・性格に即し，かつ，学術

的に重要なものを選定する。

(2）採択課題には，その内容に対応する必要

額を配分するよう配慮する。

(3) 次年度以降の継続を認める種目について

は，継続分との調和のとれた採択計画をた

てる。

(4）二段審査にかかる種目について，各専門

分野への研究費配分方式は，前年度配分額

と本年度における申請状況（金額 ・課題

数〉を要素として定める。

また，一般研究等審査会の二段審査方式は，第

一段の出面審査の結果が評点の形で示され，第二

段審査の基礎資料となるが， その際，評点の要素

としてとりあげられたものは次のとおりであっ

た。

目的の明確さ，計画の妥当性，学界への貢献

度，独創l性，研究遂行の能力，申精研究費の合

理性，申請機器の必要性，研究組織の有機的協

力の可能性

Ill 配分結果について

昭和45年度の配分結果の概況は第一表のとおり

である。また，同年度の義塾関係者の申請と採択

の状況を第二表に掲げた。

〔第一表〕 昭和 45年度科学 研究費補助金配分結果

（金百貨単位 ：千円）

研究課題数 研 究 経 !fl 採択1件当たり配分額
JJi 

中前｜採択 ｜採択率 係択の申請額｜配分領｜充足率 平 均 ｜最高｜最低

% % 
がん特別研究 344 137 39.8 814,000 468,000 57.5 3.416 14,500 740 

特 定 初f 究 836 390 46. 7 1, 609, 719 963,480 59.9 2,470 11, 900 450 

総 合 研 究 905 492 54.4 1, 775, 967 891. 13C 50.2 1. 811 5,000 250 

ω 812 439 54.1 1, 651, 910 841. 730 51. 0 1. 917 5,000 250 

(8) 93 53 57.0 124. 057 49,400 39.8 932 1. 900 500 

一 般 研 先 11. 473 2,565 22.4 5,223,672 3,764,200 72.1 1. 468 24,950 70 

ω 596 196 32.9 1. 808, 119 1. 525, 540 84.3 7,783 24,950 200 

(8) 1. 381 417 30.2 1. 555, 494 1. 229, 780 79.1 2,949 8,870 200 

(C) 5,123 1, 069 20.9 1. 418, 719 791, 610 55.8 741 2,400 100 

ω） 4,373 回3 20.2 441. 340 217,270 49.2 246 600 70 

f足助研究 ω 4.453 1. 027 23.1 470, 413 196,120 41. 7 191 500 7C 

試 験 研 究 1. 541 564 36.6 1. 079, 49'i 540,120 50.C 958 2.500 200 

研究成果刊行政 418 290 69.3 245, 181 138,000 56.2 475 2,000 100 

（学術月報＇ 70年10月号より〉
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〔第二表〕 日召荊］45年｝主義塾｜長l係者の申請 ・採択状況一覧

申 E古 件 数 採 択 ｛牛 数

事 項
文 ｜経 ｜法 ｜商 ｜医 ｜工 ｜研 ｜計 文 ｜経 ｜法 ｜商｜医 ｜工 ｜研 ｜計

がん特別 研 究 7 7 2 2 

特 定 研 究 1 9 6 2 18 1 5 2 1 9 

災 害 科 A守dー与 。 c 
主主 物 物 理！ 4 4 2 2 

極低温における物性 。 。
｝悩 害 5 5 3 3 

産業 構 造変革 1 ※I 1 2 1 ※1 1 2 

孟子エレクトロニクス 1 1 1 1 

水 資 並立 。 。
科 A寸Mー与 教 育 3 3 1 1 

報 処 理 2※2 1 3 。
総 合 lilf 究 3 1 1 1 6 4 16 1 1 3 4 9 

ω 3 1 1 5 3 14 1 1 2 3 7 

＠） 1 2 1 1 2 

一 般 ljlf 究 3 7 1 71 34 

1::: 

2 5 1 9 7 24 

ω 2 。
(B) 1 1 1 3 

(C) 2 2 42 1 62 1 2 6 5 14 

ω） 1 5 13 ※31 30 1 3 2 1 7 

i足 Pili 1ilf 究 ω 51 15 66 2 10 

高t 験 日f 先 8 2 10 2 

研究成米刊行資 。 。
Jιi 、 21 

2J吋 611 幻51 31 oJ 1J 291 151 56 

※1.産業研究所※2.1'i'i線科学研究所 ※3.体育研究所

注1. 本杭は下記の資料をもとに研究・教育梢

報センタ一本部事務室でまとめたものであ

。。
・昭和46年度科学研究費補助金公必要制

（文部省大学学術局〉

－「昭和45年度科学研究費有lll))J金の配分

結果について」（学術月報1970年10月〉

．文書部庶務課保管の資料

2. 塾1J.:1の科学研究費補助金関係事務は，塾
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~主局文占部H！：務課，医学部教務謀および工

学部庶務課て、取扱っている。また，公募に

ついての直接の問合せ先は，下記のとおり

である。

－科学研究資……文部省大学学術局研究叫

成説）.

・研究成果刊行費・・・・・・文部省大学学術局rn・
報図書館諜
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る。それがだんだん，塾の慶応、カラーというよう

なものに包まれて，漸く昔ながらの度大生らしく

なりかけて来る頃，三国や小金井や四谷に移って

行くのである。
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昨年12月，人文 ・社会科学系学部の研究者の協

力と，学内外の研究補助〈特に払大研究設備整備

費補助金特別設備部門の適用を受けた〉および図

館図filままを集中して，総額1.090万円にのぼる

巨額の資料一一IrishUniversity Press版“British

Parliamentary Papers" (Blue政調oks）が購入され

ザー，』。

I. U. P. J坂“Blue 政X>ks”は19世紀の

イギリス議会の各組の委員会の調査報告

5である。これは1968年秩から刊行され

ているが， Blue蜘 oksの価値は早＜わ、

ら歴史学者，経済史家，経済学者，政治史

家，政治学者，法制史家によって注目さ

れ，多くの専門訟の中に利用されてきた。わが国

でも近時歴史研究の中心が16～17世紀から18～19

世紀に移行するにつれて研究者の利用するところ

となりつつあるもので，いわば第一級の根本史料

といえよう。

その内容は産業革命（工J劫；M，繊仏工梁〉，l!!t 

業，鉱山業，人口，数lt法，移民，植民地，教育

保健，社会問題，行政，宗教，軍事など多岐に亙

っている。

経済学凶係を仰jにとれば，経済史研究にとって

河之可欠の仮本史料であるだけではなく，設業経済

学，工業経済学，財政学，財政史，金融・信用論，

社会政策，労働問題，経済学史などの各分野の研

究者から待望されていたものである。

また，文学部関係では史学関係者，人類学凶係

者などから，一方，法学部関係では，英米法， t主－；制J

史などの領域から，それぞれ強く購入が要望され

てきたものであった。

現在既に三国情報報セソター〈研究室窃庫棟B

2階〕に配置され研究者の利用に供せられている。

「BLUEBOOKS」紹介

「図書館側からみた日青学生気質」

ある夏の暑い日，学生から電話で， 「図書館に

は冷房が入っていますか」という問い合せがあっ

た。いとも自然に，涼しい処でなければ勉強なん

て出来ない，という風な意図のようであった。昔

気質の当時の部長はそれを1181,、て，何を甘ったれ

た事を言っているのか，とかんかんであった。学

問などというものは，かえって架かったり暑かっ

たりの厳しい環度のもとでなければ本当に身に染

みて覚えられたりは出来ないものだ，というよう

な教えのもとに育った者にとっては，このよ うな

学生の態度が我慢ならなく感ぜられたに相迎な

い。この時には，電話口に出た女性の館

Hが，御希望に添えなくて非常に残念で

あるという旨を柔か〈伝えて応対し屯話

を切ったのでーるったが，確かに，現代合

理主議の世の中では，学問と言わずすべ

てが，可自ちな｜製り段通なmmの下でこそ

最大阪の飽率が発締出来るとL、う風な考

え方が強く，世間もそのように認めて居るのでは

あっても，この1待の屯話のやりとりは，後々まで

何か我々も考えさせられるものがあった。

これは何も成応に限った司王ではないと思うが，

現代の大学生は，昔の学生に比べて，保護される

事に慣れきっている。一流の大学に入る為に周り

の者は非常に気を使い，少しでも勉強の妨げにな

らぬよう，物音ひとつ立てないように，冬の夜は

2尽くはないか，夜遅く腹は減らないかと，至れり

尽せりである。そんな事を彼等は，勉強をする者

はそうしてもらうのが当り前だというふうにとっ

ている。社会の一員として己れが優遇されている

事を気付かぬ者が多い。

もともと慶応カラーと言われるものの中の大き

な要紫のーっとして，塾生は他校の学生よりも一

足先に大人であり社会人であると云われる。日吉

の学生は，艶生の中で最も慶応カラーにまだ染っ

ていない学生である。一番，現代日本の共通の，

若者的，学生的，そして一般受験高校生的気質の
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ヅーフ部屋の流れ

慶応義塾図書館史はまだ纏ったものはないが，

現在の図自館が出来たときに祝詞やら演説やらで

回顧しているものがし、くつかある。それによると

時の塾長鎌田栄吉は明治23年慶応義塾が大学部を

開設したとき，今迄の蔵書に加えて，新たに文

学，法律，政治経済の書籍を外国に求めて基礎を

定めたと，これは明治42年11月23日，建物の安礎

式の式辞として述べている。これは大学図占館と

しての起源であろう。式辞にもあるように，是迄

の図書に加えてとある図書は，では図占館の蔵告

とはいえないのか。明治23年，小泉信吉を迎えて

新塾長とし，文学，理財，法律の三科を設けて私

立最初の大学と して発足した以前の鹿応義塾は，

安政4年福沢諭吉が私塾を創設して以来，洋学中

心の学校てあった。そしてその洋学塾には図書室

は欠かセないものであった。明治45年5月18日新

図書館建設の開館式当日，福沢諭吉の長男一太郎

は亡父の回想をして緒方塾のヅーフ部屋のことを

語っている。 「私の父が能く生前に話したことが

ある。父がずっと古い時分には緒方先生の塾に哲

生をして居った。其時の有様は蘭告の印刷したも

のは余りなし、。偶々其印刷した本が 1Imあればそ

れを皆んなで引写しをして，それを会読の時に使

って居ると云う ことであった。それからなおヅー

フという字引が緒方の塾に一つしかない。それで

皆んなプーフのある部屋に行って其字引の周囲に

集って首っぴきで字引を見て勉強する。そこの部

屋のことをヅーフ部屋といったそうで，それは自

伝にも出て居りますが，其時の父が今なお若しも

存生であって， 此図書館を見たならば，大なる相

違であると思って驚くことであろう」と述べ，次

伊東弥之助

（三 出情報センター）
テタユカル ・サービス部長

て・新銭座から三回への変選を語っている。大学図

書館という字に拘泥するならば鎌田塾長のいう明

治23年を創始とせねばならないが，慶応義塾の歴

史からいえば創立当初からの図書室を考えなけれ

ばならなし、。

緒方塾のツーフ部屋の有様については，福沢諭

吉や長与専点：らが詳しく語っている。それ程，蘭

学塾には必要かくべからざる部屋であった。何故

ならヅーフとし、う字書は自伝にもいわれているよ

うに，蘭学社会唯一の宝書とあがめられてるもの

であり ，誰しもが持てるものではなかった。江戸

幕府の開成所などには数部も取揃えてあったこと

であろうが，民間人ではその名も高い緒方洪庵で

さえ，一部しか持てなし、。学生各々が持てる道理

がない高価なものであったから， この部屋の存在

は蘭学塾のそれこそ心臓の部屋であったといえ

る。

さて，安政5年10月，福沢は江戸へ出て，鉄砲

洲の奥平中屋敷の中で蘭学を教えた。そこにはヅ

ーフが備えられていたであろうか。ヅーフの字型

も安政4年に幕府の奥医控川甫周の翻刻するとこ

ろとなった。佳川版は全16冊， 積んで高さ 2尺に

余る大部のものである。従って以前の写本時代に

比べれば安価であったろうが，まだ貧乏であった

福沢塾に備えられたかどうか，おぼつかなし、。創

始の頃の福沢塾は「慶応義塾百年史」によれば，

藩の紐っきの学校であったとし、う。その典拠を福

沢自身が告いた明治16年版「鹿応義塾紀事」に

「僅かに一小家塾」と記したことに基いている。

編者は家塾を江戸時代の通念にしたがうと，私塾

と藩学との中聞に位し， 「家塾」は幕藩に仕えて
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いる学者が幕藩の意を うけて自宅に設けた塾であ

ると説明している。若し藩命により藩の保護が多

少なりと得られたならば，当然そこには蘭学塾必

須のヅーフは備えられていたことであろうが，し

かし当初の福沢塾の様子は誠に見すぼらしL、。安

政 6年入門して，後に陸軍軍医総監となった足立

寛の懐旧談によると「私が十八の年に福沢先生が

其前年大阪の緒方塾より江戸に出て参られたとい

う評判を聞いて，鉄砲洲の住宅に先生を訪いまし

た。先生は私よりも八つ年長でありますから二十

六の年かと思います。奥平の長屋で一軒の空屋を

借りて居られましたが，下は六畳一室で二階には

十五畳ばかりの聞がありました。 （中略） 下の六

畳の聞には畳が三畳敷いてあって，二塁の所に先

生が坐って片隅のー畳に私が居りました。それで・

私が参りま した時・に『今，飯炊きも居ないから，

お前は此処に来て飯でも炊いて書生をしてたらよ

かろうJと先生がし、われるので，私は飯炊きをし

ながら彼のー畳の上で蘭学を研究したのでありま

す」六畳の聞に三畳しか畳がなかったとL、う。そ

れは宛然足軽長屋と同様 であ

る。藩の保護があったとしたな

ら，もっと優遇されて然るべき

であろう。奥平の中屋敷に塾を

持つなどというとL、かにも好待

遇であるように思うかも知れな

いが，封建時代の空気を吸った

者から見ればおかしな話であっ

たと見え，慶応義塾創立50年祭

の式典で，福沢と親変の厚かっ

た大隈重信はその頃を想像して

「先刻奥平侯の藩邸などとい

う，鎌田校長の御話であった

が，話で聴くと余程立派に聞え

るが，なァに勤番長屋である。

借家長屋である（拍手〉実に貧

乏なる状態で，そんな立派なも

のでなL、。諸君が夢にも見るこ

とは出来ぬ。之を見ょうとすれ

ば， どこか此辺の貧民窟へ行っ

て見ると直ぐ分る。殆ど貧民窟

の状態である。其の時分の状態なんと云うものは

一一。」福沢と足立がし、た部屋でさえ，六畳間に三

畳しか畳がなかった。岡本周吉や山口良蔵らがと

まったという二階に畳があったかどうか疑わしい

位である。したがって百年史の「家塾」の解釈は

いささか，考えすぎの感がある。第一，福沢の書

いた「慶応義塾紀事Jは「日本教育史資料」作成

のため文部省に差出されたものの付録である。文

部省、は明治5年，既に家塾を定義した。 「唯一家

或は二家迄の子弟を教候者は家塾に属し候間，私

学之数に算入せず」と私塾よりも小さいものと云

い，それに基いて福沢は「私学明細表」を提出し

た。 「教育史資料」のときも，注意書に「家塾寺

子屋を開設するものは奉行郡宰里正等の許可を受

けしゃ」などの項があって，百年史の編者のよう

に当然藩命によるものであると したなら，この注

意はおかしなものといわざるを得なし、。明治初

年，文部省は竹橋にあれど，文部卿は三回にあり

といわれた位の福沢が，文部省の定義を知らず，

質問に見当違いの答をするとは考えられなL、。

岡
本
剛
守

鉄砲洲！匙平＂’M殺とその周辺。中原敷l付の主ll物配置宝l主戦’l:
小川駒慌の記憶に ），ヰづ〈 。去三政的Dfl換当時は斜線町長保の

ー｜科で、文久以後は主ll物の向い古11分が望良子？であ った。

！瓜閃l立文久r.ti江戸切絵図による。

円。



こうした塾へ「藩中の子弟が三人五人づっ学び

に来るようになり ，叉他から五，六人も来るもの

が出来」たというが，おそらく極く初歩の者で，

不11蘭の文典を箕作庇甫が江戸で融刻したガランマ

チプJやセインタキスを素読したり，講釈するくら

いで済んだのであろう。ところが，それから一歩

進むには原舎を持たねばならなし、。緒方塾には蘭

書が十部たらず備付けてあったというが，福沢は

どうであったろう。福沢が江戸へ出て来たときは

公用の勤番であるから，道中ならびに在勤中の家

来をひとりくれる定則から，家来一人分の金が渡

されるが，その金で家来を雇わず，江戸へ行きた

がっていた岡本周吉に呉れてやったので，荷物は

何もなし、。僅かにベルの築城告の原書の写しと自

身の翻訳原稿を懐中に入れて来ただけである。稲

沢と岡本が江戸へ来て， 2タ留の奥平上屋敷の門を

叩いて来意；をつげると，！”］番は着のみ着のままの

ような風体を怪しんだと伝えられている。この稲

沢が鉄砲洲の勤番長屋をあてがわれて，江戸扶持

として六人扶持が本来の十三石の外に下附され

た。 十三石は中津にいる母や姪の生活費で，六人

扶持が江戸にいる福沢の給金だとするとなかなか

原書は買えなし、。さきのペルの原開の所持者は家

老の奥平壱岐で23両で買った。大阪にいるとき洪

庵が黒田の量生様から借りて来たワンダーベルトの

物理書はヨo両とL、う。蘭書の稀観さ加減といった

ら，こんなものである。六人扶持で，教授の謝礼

や写本の礼金位の収入は多少怠ったとしても，蘭

手干の所持は思いもよらなし、。というようなわけ

で，初期搬砲洲の塾は原書もなければ，ことさら

ヅーフ部屋と名付けるような場所もない極小私塾

であったと想像される。

安政6年，開港場になったばかりの横浜へ行っ

て，蘭語が少しも通用しないことを知って，すぐ

英語の学習に志し，通辞森山多吉郎のところへ通

ったり，翌万延1年には幕臣木村喜毅の従僕とな

って米国へ渡ったり，帰国後は幕府の外国方の翻

訳官に雇われたりして，英語の上達に努めたのは

福沢らしい機敏な行動であったが，それも藩の紐

つきなどとし、う窮屈さがなかったから出来たこと

であろう。そして幕臣となったためか，或は上士

の娘を嫁にする必要からか理由は判明しないが，

奥平の中屋敷を離れて，芝新銭座に新居を構え

た。その家は上下合せて二十畳ほどで，大いさは

鉄砲洲の長屋とさして変らなかったが，庭に径の

大樹があり ，下女一人を雇えたから，生活は向上

していた。 この時代も外国方の事務の余暇英語を

子弟に教えていたが，部屋の真中にわさびおろし

が紐でつるしてある。それは書生が使う度になく

なすからという理由で，なお殺風景な微々たる塾

であることに変りはなかった。しかしこの頃の福

沢は多少洋書を所蔵していた。

先づ，福沢が横浜で蘭語に失望したその日，キ

ニツフルとし、う独乙人が僅かに蘭語を話せた。稲

沢はその店で薄い蘭英会話書2冊を買って来た。

またその後，横浜へ行く商人から英蘭対訳発音付

辞書 1部2冊を5両で，藩に嘆願して買って貰っ

た。それはジョン ・ホル トロ ップの若せるもの

で，蘭語から英語へ移る人にとって非常に便利で

あったから，其後多く の人に愛用された書物であ

る。英語が自に見えて増加したのは 2度の洋行の

後のことであろう。万延1年渡米の際は自費の洋

行であったから，図書を多くは持ち帰れなかった

が，口伝によるとウエプスターの辞書を買って

「其悦は天地無上の宝を得たるが如く」であった

とL、う。このウエプスターは大辞書でなく抄略版

であった由である。この外に「数冊の書を携えて

帰国」したと後年回想しているが，その書名はわ

かっていない。

文久2年条約改訂のための幕府のill欧使節に随

行し得た時は，幕府から四百両の手当金と繰替拝

借金を相当うけて，大いに書籍を買ってこようと

の意気込みで出発した。後年の「慶応義塾紀事」

によると「文久2年英国開版の物理哲，地理書，

学術韻府等の書に併せて経済書1聞を得たり。 Jlll

ちチャン7＇ル氏教育読本中経済の一小冊子にして

当時は日本国中稀有の珍書なりき」とある。又こ

の時，上海出版の英清辞書を買って来た。この木

は現在も保存されて見ることが出来るが， その上

包に「英清辞書二冊千八百六十二年竜動にて買

う。 価五ポンド， 火災余甚だ高価な りき」と福沢

の筆で記してある。火災の後であるばかりでな
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く，欧羅巴は物価が高くて出発前の意気込みほ

ど，多くの図書は持ち帰れなかったらしL、。

しかしこの旅行で英語に自信が持てるようにな

り，その上.?m外の現実を見，振り返って白木を

眺めたとき，この飽ではいけないという考えが起

こるのを押えるととが出来なかった。海外にいた

とき既に日本圏内の接夷の鳴を聞き，帰国した直

後にも公使館の焼討ちゃ洋学者への暗殺の魔の手

がのびているのを知りつつも，福沢は英学普及の

必要を確信して，積極的に塾舎の経営にのり出し

た。安政5年の開塾は藩の上司に呼ばれての教授

であったが，渡欧から帰つての学塾は福沢の発意

によるものである。先づ入門帳を作った。塾舎も

幸い，参勤交替制の緩和によって，奥平藩の藩士

の多くが木田中津へ引き上げたため，屋敷に空き

屋が多くなった。稲沢はその空厘を借りた。 前と

同じ鉄砲洲の中毘敷の一隅ではあったが， この時

は車lj番長屋でなく「可なりの藩士の在勤せし古き

長屋二軒の大小数室を使用せしものの如く見えた

り」（森春吉田想〉というし立回革の懐旧では

更らに詳しく 「塾は東西に別れ，西は小幡塾頭，

束は和田塾頭にて監督し，時々会議を催うされた

り。教科書は大概，文典， i也理m，窮理';11，化学

者等なり」と伝えている。

この時代の塾生は緒方塾のそれと同僚に一冊の

本を手写し，福沢の所蔵せる辞曹を引し、て勉学し

たのであろうが，それらの蔵書が塾の一一平面図

は小川駒橘の記憶によるものが残っている一一何

処にあったかわからなし、。ただ次のような記事が

福沢の備忘録にある。 「恭平取札候処，卯四月 ヅ

ーフ壱冊，中丁岡村屋へ質入，金九両借用の由，

福沢の旧書人身窮理は売払い，同断万は弐両にて

質入の由」恭平というのは姓は小幡，文久3年4

月入門した古い塾生である。慶応3年福沢が再度

の渡米から帰って，自分の蔵書の一部が無いのに

気がついた。調べて見ると信頼していた恭平の仕

業であったという のである。質入れは恐らく稲沢

の舟守の聞に，金の算段をつけるつもりでやった

のであろうが，それが失敗したと見える。ヅーフ

は既述した蘭語辞典，従って英学塾となった当時

の市沢塾ではもうさして有用なものではなかった

のかも知れなL、。それは兎も角，塾生の容易く手

に得る場所にあったことを知り得る。

この図書部屋を充実させる目的で，慶応3年，

幕府の軍経購入使節の一員となって渡米した。こ

の時は自費の外に仙台藩，和歌山藩からも資金を

得ていた。そしてその荷物が「大小数弐拾」の箱

詰となって送られて来たが，使節主席小野友五郎

と トラフ．ルがあって差押えられ，それが解除され

たのは年も押つまった12月となった。その頃には

鉄砲洲は外国人の居留地になることに定まってい

たから，急濯立ちのかなければならなかった。そ

こで12月25日，維新戦争の決定的運命の日，即ち

鹿児島藩邸焼打ちの黒煙のあがるのを見乍ら，か

つて新婚時代を過ごした新銭座の地に新塾舎を求

めたので－あった。従って鉄砲洲の図書部屋を充実

させようと紐育のアプレトン書林から買って来た

図書は，鉄砲洲時代には間合にわなかった。

それらの図書の内容は 「経済，修身，物理，化

学， リーダー，地理， 歴史の類ーと通り備わり，

ウエプスター大字典の如きも数十部もあった」と

永田健助は語っている。永聞は初め幕府の開成所

で学んだ。開成所の「書館には随分多くの書籍が

備えてあったが，最も多いのは文典であり ，次い

で物理告であった。政治，哲学，経済，修身など

の暫物は礁々見られなかった」と開成所と福沢の

買った図書との比較をしている。そしてこの時は

一種の書籍を20部30部づっ揃えて買って来たから

教員 ・塾生すべてが図書室備付の原曹を手にし

これまでのような謄写の労力が省かれ，静香を使

って自由に勉強することが出来るのであった。そ

れは洋学書生にとって画期的な夢のような事柄で

あって，次の車rr銭座時代の塾舎で・実行されたので

ある。
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・九州Q ＆ A～・........

Q 本年4月 1日付で医学図書館は “医学情報センタ

ー”と名称変更をしたが，その新体制にふさわしいサー

ピスとしてはどんなものを考えているのですか？

A 医学図書館としての活動は，今まで文献情報を主と

する資料提供，文献探索など，つまり記録され，固定化

された情報のサービスが主体でした。今後は，動きつつ

ある情報やネガティプな情報，例えば病歴，症例検討

会，学内研究会の記録等，より身近な情報をも，その対

象として行く方針です。

Q 具体的な方策として・は？

A 現在，手始めに行っているサービスとしては，文献

にまだなっていない情報たとえば学会抄録を管理して，

医師 ・研究者への情報サービスを試み，日本神経学会の

学会主l、録の保管，警部~－，会員への告知，主要求に応じて抄

録の複写の提供という活動を実験的に行っています。叉

今後，要求の増加，様々な要求に対処するため，コンピュ

ーターによる情報検索システムも考えられるでしょう。

Q 今後この様なサーピスを鉱大してもらえるのですか

A なにぶんこの様なサービスは財政的な支えが必要で

あり，今すぐ他の学会情報も提供ということは無理なの

で，安いコストで効率の良いシステムを指向して実験し

ていく方針です。このためには医師自身が直接文献情報

サーヒ・スわ活動に参加しその責任の一端を担い，情報

内容の分析，縮少，統合等を行ない，より本質的な情報

サーヒ・スが行なわれることを期待します。その手段とし

て，研究者の個人ファイノレの索引サーピス等を行ない，

医学情報センターと医師とのより密接な協力体制を（'Fり

あげていきたし、と考えています。

Q 日吉図書館のレファレンス室は他と比べて座席数が

広くとってあるようですね。

A ええ， 130席程あります。二階閲覧室が212席で，対

象学生数に比べて座席の絶対数が足りないので，勢しり

それを補う意味で第二関覧室的性絡を強く持っていま

す。それに，手元に百科事典とか主題別の事典など基本

参考資料がありますから，学習室と申しますか，学生が

ク‘ノレープなどで来ては気軽に授業の合間の勉強などする

；場所に使っています。その代り本格的な参考質問という

ようなものは少いです。レファレンス室の係にはライブ

ラリ ー・ スク ーノレ出の専任者を二人置いて，館としては

一番カをそそいでいますので，もっと積極的利用を望み

ます。

Q 開館時聞が6時迄という点について。もっと延長し
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ろという戸もあると思いますが。

A 赤肌3者にと っては開館時間をより長くとし、ぅTJ＼.は誰

しも願うことでしょう。例えば，三回のように， 9時まで

開館するにしても，窓口業務の要員を昼と夜の2本立て

にするとかの抜本的な要員体制の問題が先ずあります。

しかも三回と違って草深い日吉では，たとえ数名にして

も，ある程度責任をもってまかせられる夜間勤務者を確

保することは非常に難しい状況にあります。かつて日吉

でも，少しでも，希望に沿うようにと，現在の要員体制l

で無理して 2時間延長の 8時迄開館を試みた事がありま

した。その結果は， 6時以降になると閲覧者は急テンポ

に減少して， 7時すぎると閲覧者はわずか2, 3名，閉

館間近ともなると 1人か2入居るか居ないかで，その為

に残っている図書館員の数の方が多いという日が続きま

した。都心からはなれた日吉では，三回とちがい，利用

するのはごく限られた日吉近辺に住む学生の，それも極

く一部の者だけなのです。このような事で， 6時閉館と

いうのは一応妥当な線と して実施しているわけです。

なお，質問と直接関係はありませんが，利用者数など

の話も出たことですから，ついでに，日吉図書館の利用

の実態を示す統計を掲載しておきましょう。

i漆山記念日吉図書館館内閲覧統計

昭45年4月～昭46年 3月

1) 学部}Jljにみた学生利用冊数（年間〉

｜文｜経｜法 ｜商｜医 ｜工 II計（冊〉

図書（和） '4. 1市 ，61819, 860!3, 9951 11115, 111lb1. 534 

か（洋〕 I 341 281 47; 311 111 創I 159 

雑誌（和） I 叫 2841 6141 1531 61 6111 1. 2161 

計 ｜ι， 2咋田~I叩1]4, 1 祢24]32,9刊
学生 1人 ｜ I I I I I n 
当りの利 I3. 791 3. 021 3. 081 1. 7013. 39: 2. 9411 2. 83 
用冊数 I I I I I II 

2〕 図書利用者数の一司平均（月}JIJ)
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大学事務職員の未来像とライブラリアン

1. はじめに

事務職員とは何ぞや一一義塾の諸規程集を繰っ

ていくつかの規程から要約してみると，「義塾に勤

務する職員のうち，教育職員と技術職員を除いた

もの」ということになろう。塾監局人事課で最近

の数字を聞いてみると，技術職員を含めた非教育

系職員数は 1.847名である（昭和46年3月1日現

在〉。視野を日本全国にひろげてみよう。国公私

立の大学 ・短大 ・高専そして高 ・中 ・小さらに胃

・聾 ・養護学校はては幼稚園にいたるまで，各種

学校を除く全教育機関において，いわゆる学校事

務（技術系を含む）に携わるものは，318,415名

（内女子 181.274名〉にのぼる（昭和45年5月1

日現在，文部省学校基本調査速報による）。これ

らの人々は，自己の未来をどう予測しているので

あろうか。その声を余り耳にしないのは不思議な

ことである。これほど多数の，そしてさまざまな

業務に励む事務職員の未来像を，明確かっ画一的

に描きあげる自信は私にはなし、。 ここに述べるも

のは，主として私立大学での仕事に生きがし、を求

めようとする一介の事務職員の夢である。

2. 大学の未来像

大学事務職員の未来像を描く前に，大学そのも

のの未来像を扮'jl,、てみるのが順序であろう。大学

は果たして未来に存在しうるであろうか。かつて

研究と教育の独占体であった大学が，そのままの

姿でこれからも存続するとはとても考えられな

い。現に大学の伝統的な活動は，社会の多くの他

の機関によって取ってかわられ，大学はますます

影の薄い存在になりつつある。たとえば，高等教

育が大学だけの専売特許とする考え方は最早通用

しまい。同じレベ／レの教育は，産業界 ・出版界 ・

田中栄一
（整長室企画課係主任〉

放送界などでいくらでも見受けられる。研究開発

についても，企業の研究所などの方がはるかに金

も使っているし完備もしている。その成果も優れ

たものが少なくなL、。 しからば，大学は何によっ

てその活路を聞くのか。その答えは「外部から干

渉を受けない自由な研究と教育」ということに尽

きるのではなかろうか。すなわち大学における研

究と教育は，時の権力や財界の志向に影響される

ことなく ，国民の真理 .;n;突を知る権利に応えて

こそ，その存在意義があると思うのである。大学

の自治を守りぬく以外にわれわれの進むべき道は

あるまL、。

かつては大学の自治イコール教授会の自治であ

った。今でもその名残りは少なくないが，これも

未来の大学には通じなし、。大学の自治を形成する

ものは教育職員だけではなく，事務職員も学生も

含むという ，時代の流れをせき止める訳にはいか

ないだろう。研究 ・教育のあり方について自由に

発言しうる場が，大学の自治を形成する構成員全

員に制度的に保障されるようになって，はじめて

大学はその本来の姿を取りもどすといってよかろ

う。

ただ忘れてはならないことは，教育職員 ・事務

職員 ・学生にはそれぞれ国有の立場があるという

ことである。共に科学に宣告仕するという点では三

者の聞で何ら相違はないが，科学への関与の仕方

において，研究者と事務職員の聞に，教員と学生

の聞に，それぞれ任務と能力の違いがあることは

当然である。事務職員の固有の立場 ・固有の任務

とは何か，私はその基礎を教育基本法第10条に求

めたし、。すなわち「教育は，不当な支配に服する

ことな し国民全体に対して直接責任を負って行

なわれるべきものである。教育行政は，この自覚
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のもとに，教育の目的を遂行するに必要な諸条件

の整備確立を目標として行なわれなければならな

し、」

3. 行政職員

今日，各大学の商学部や経営学部において，経営

学研究の進歩は目ざましいものがある。この場合

の経営学は，勿論企業経営学てあって大学経営学

ではなし、3 教育学部においても，そのような研究

は極めて少なし、。最近，東大や広島大などで高等

教育専攻課程設置の動きが見られるようである

が，現状では皆無に等しし、。また大学経営に従事

しようとするものの養成もほとんど行なわれてい

ない。紺屋の白持と非難されるゆえんである。も

っとも現代の大学は，私的の利益・理ニrf3によって存

花するものではなく ，真理の探求，公共の利益，

人類の理想を求めるための公共機関として位置づ

けられる。したがって利益を節ーとし，生産性を

高めることを目標とする企業経営とはおのずから

次元を異にすることはいうまでもなし、。しかしそ

うかとレって大学経営者が不要というのではな

く，現にその必要は強くさけばれているし，将来

もこの傾向はますます増大する ことが見込 まれ

る。というのは大学が近代化し規模が憎大すれ

ば，企業経営的な管理能力者（これを企業経科’者

と区別する怠味で以下大学行政I隊員とよぶことに

する〉は当然必要になってくるからである。

よく間かれる ことであるが，5ケタの学生数を

かかえる今日の大学は立派な都市として通用す

る。近代的な都市には，それに見合う都市行政

と，練達した市長，そして有能な都市問題専門の

行政官が必要であることは今更いうまでもなし、。

学生数が5～6千人であった旧帝大の管理体制が

慣習として根強く存続するのが，今日の大学のい

つわらざる実態ではなかろうか。学部を部落とす

る町や村の行政で，巨大な都市の管理運営ができ

る筈がなし、。大都市で専門の行政官を養成せず

に，大衆討議を延々としていては，道路一本満足

に作ることができないのではあるまいか。

将来の大学が，ますます大衆化・巨大化・多様化

の道をたどり続けることは回避できないことと思

われる。大学の機能が多元化し，その機能を果たす

ための仕事が専門化するにつれて，有能な管理運

営の専門家，すなわち大学行政職員の重要性が増

大し．綜合計画が欠かせないものになることは当

然予想されよう。特に，法人組織としての私立大

学が健全な発展を遂げるには，プラソニングと マ

ネジメントの能力をもった専門職の機能が不可欠

になると考えるのである。それは法と財政の監督

者にすぎなかった古い型の官僚としての行政職員

でなく，プロ意識に徹した近代的な経営管理の専

門家としての行政職員である。

私立大学の財政危機がさけばれている。しかし

Iiiに財政問題が片附けばこと足れりとい うほど今

日の大学がかかえる問題は単純ではなし、。研究費

の不足，教育の不在が指摘されているのは，税金

で賄われている国立大学でも同じである。結局は

Jiに資nのある大学教員と大学行政l隊員との不足

ではないだろ うか。と りわけ弘ι大学にとって

は，現代における大学の理念、や果たすべき役割り

と使命を真に理解し，よりよ き大学造りのための

情熱と実力を備え，しかも私学の経営能力を備え

た人聞の開発こそが急務て・あると考えるのであ

る。

4. 専門職員

大学の大きな欠陥の一つに長則的な計画をもた

ない点があげられる。そしてその長期計画を生み

だす「考える組織」の欠如がしばしば指摘され

る。今日の有名企業が近代的産業発展時代のきび

しい競争を切り抜けてこられたのは， そうした

「考える組織」をもっていたからといわれる。これ

まで競争というものが比較的少なかった大学が，

今後もぬるま湯につかりっぱなしという訳にはい

かないだろう。プランニングの能力をもった専門

職員の要求は日毎に強くなることが予想されるの

である。

学校事務の特色の一つに「教務事務Jがあげら

れる。国立学校設置法施行規則第1条第5項に

「教務職員は，教授研究の補助その他教務に関す

る事務に従事する」との規定が見られる。大学を

構成するものは教職員と学生とカリキュラムであ
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るともいわれる。教育の質の向上にあたって，カ

リキュラム改善は欠かすことのできないものの一

つである。その場合に，必要な基礎的参考資料を

提供することを任務とする専門職のサーピス機能

は，今後ますます強化されることが望まれるだろ

う。教務関係職員としてカリキュラム専門家とか

ガイダンス或はオリエンテーションの職員などが

脚光をあびるに違いなし、。

わが国のように大学の数が 800を越え，同世代

人口の約20%も進学するようになると，個人が才

能にあわせて進学先をさがすことは容易ではな

い。アメリカなどには，学生の個人的希望や才能

に応じて，かれらを各大学に適切に配置するアド

ミッション・オフィサーとし、う専門職が存在す

る。そしてその専門家の協力のもとに，綜合試験

制度も発達している。わが国で、も育成をはかるべ

き専門職のーっといえよう。

学生の生活と密接な関係のある分野として厚生

補導がある。大学設置基準にも，その第43条に

「大学は，学生の厚生補導を行なうため，専任の

職員を置く適当な事務組織を設けるものとする」

と専門職の必要を認めている。 この分野でカウ ソ

セリング活動が重要なウエイ トをもつことはいう

までもなし、。これまで教育または研究の領域と考

えられていたカ ウンセリング活動が，事務職員に

よって専門的に分担される傾向が今後ますます促

進されるのではないだろうか。

未来の大学を「図書館中心の大学」と考える人

がし、る。すなわち教授法の改変で学習センターと

しての教室がなくなり，特別閲覧室の専用ブース

で，学生は各自の能力に応じ，各自のペースに従

って学習を進めるとL、う教育の個人化である。印

刷物は勿論のこと各種の視聴覚装置などを用い，

学生はその多くの時聞をここで過すことになる。

岡書館が研究と教育のセソターになると，図書館

員が教員に，そして教員が図書館員になる傾向が

ますます強まろう。

不思議なことに，大学図書館に勤務する事務職

員が専門職でなければならぬ法的根拠はどこにも

ない。 一般図書館や高校以下の図書館について

は，専門的事務に従事する司書の規定が見られ

る。しかし現実には専門職をおかない大学図書館

は皆無であるから，大学図書館はかくあるべしと

の一般的認識にささえられているといってよかろ

う。

義塾に研究教育情報センターが発足してから一

年を経過しようとしている。従来の受身の姿勢か

ら積極的なサーピスへと方向を転換し全塾的な

連繋をはかりつつ研究 ・教育により密着しようと

指向する同センターへの期待は大きし、。その健全

な発展には，情報の収集 ・整備 ・加工 ・供給のた

めに，正規の訓練をうけた専門職員の存在が欠か

せないものになることはいうまでもなし、。

これまでいくつかの専門職をあけeてみた。すな

わち，行政職員；プランナー；カリキュラム専門

家；ガイダンスまたはオリエソテーションI隊員；

アドミッション ・オフィサー；カウンセラー；ラ

イブラリアン；このほか当然コンピューター技術

者も忘れることはできないし，集会の専門家など

というプロフェ ッショナルも生まれてこよう。い

ずれにしても，事務職員の未来像は何らかの専門

人であるといって間違いはあるまし、。専門人は己

れの専門に徹するとともに，他方では自分の専門

が全体の中でどうし、う意味をもっているかという

ことを絶えず考えられるようでなければ怠味がな

L、。

5. 地位の向上

このように考えてみると，これまで学校基本法

などに漠然と 「事務」と規定されてきたわれわれ

事務職員の仕事の形態は，今後大きく変わること

が予想されるのである。すなわちこれまで事務の

中心的存在であった記録的 ・書記的業務は次第に

影が薄くなり，単純作業の多くは機械化され，そ

こから取り出されるデータ処理を中心とする管理

事務が生ずると同時に，他方では新たな事務領域

の拡大がおこって，これまで教育又は研究の領域

として行なわれてきた分野までも事務職員によっ

て専門的に処理されるという傾向がますます促進

されるものと思われるのである。

そこでは，事務職員が研究・教育の脇役であり，

また縁の下の力持ちであるとの感覚は完全にぬぐ
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い去られる。事務職員が何か卑屈な感覚をもって

いたがために，大学の運営上非常にマイナスにな

っていた点も改められる ことになろう。間接的で

あるとはいえ， 研究と教育と L、う共同作業を行な

う一員であるとの自覚が，事務職員の中にも高ま

ることになろう。教員と分業の関係で対等な立場

に立つことから，おのずと事務職員の地位の向上

につながり，大学は近代的協力社会へと生まれか

わるのである。

未来の社会においては，エリートと非エリート

というようないわば一元的な価値尺度による順位

づけは消滅するのではなかろうか。幾通りかの物

指によって，すべての人間はその所有するあらゆ

る能力が適切に評価されることになり ，自己の能

力に生きがし、を与えられるよう な社会が実現する

一一いやむしろわれわれの力で、実現させねばなる

まし、。事務職員は自信をもって専門に生きるべき

ではないだろうか。

6. おわりに

30万人もいる事務職員の未来像は，結局は各人

の固有の立場に応じて，30万通りに摘きあげられ

ることになろう。しかし，30万通りの未来像の羅

列のみでは意味がないから，可能な限り集約して

「事務職員如何に生くべきか」に対する基本的な

方向づけは必要であろう。わが国にそのよう な集

約の場が見られないのは残念なことである。

アメリカにおいては，学校事務職員のプロ意識

はかなり旺盛で，各種の事務職員協会で熱心な研

銭が統けられると共に，全国的な上部団体を形成

して，その未来像を常に拙1きつづけている。たと

えば大学の事務職員のみをとりあげても，1912年

以降地域別 ・l織能別の各種協会が続々と生まれ，

1950年にはシカゴに全国大学事務職員連盟を形成

し，大学事務職員の地位の向上をたえず心がけて

いる。わが国でも見習うべき点と思われる。

最後に，参考のために， わがi"lの全教育機関の

非教育系職員の教育機関別の統計を付した。

ClfH46, 3 , 25，記）

わが国の非教育系職員数（昭和45年 5月1n現在，文部省学校基本調i!F.i主m'tによる）

（）は女子内数

｜大学｜短大｜高専｜高校｜吋小特｜開 1判長護学校！幼f1t!1,

同 53,567 292 3,516 275 410 614 38 62 83 58,904 

立 (21. 474) (42) (25) (86) (162) (370) (18) (56〕 (22,292) 

公 8,939 805 162 41, 256 34,520 93,960 l, 899 2,269 2,595 l, 770 188,175 

立 (5,319) (228) (0) (13, 737) (21, 387) (70,761) CL 449) CL 614〕CL 755) (l, 447) (117, 697) 

私 38,084 7,001 196 14,043 l, 803 717 2 12 59 9,419 71, 336 

立 (22,397) (4,383) (23〕(7,430) CL 159) (512) (1) (7) (44) (5,329) (41, 285) 

100,590 8,098 3,874 55,574 36,733 95,291 l, 948 2,319 2, 716 11, 272 318,415 

r49，附 （札653) (48〕(21, 253) (22,708) (71，臼3)(l, 478) (l, 639) (l, 830) (6,832) (181. 274) 
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（資料〉

昭和45年度私大研究設備整備費補助金によって購入された図書資料一覧

図 議 資 糸？ 名 金 徹 ｜代表申請者（申請部門〉

即 時報告書（…
高村（特別象） 平Irish Univ. Press) 

France Archives Parlmentaires de 1787 a 1860. (Recuil oomplet 

des legislatifs et Politiques des Chambres Fran<;aises〕
1. 070, 000 平山栄一

Ser. I: v. 1-82, covering years 1787-1794. Paris. 1867-19 （一般系 ・人文科
学）

13. Rcp.εd. 

Mind ; A Quarterly Review of Psychology and Philosophy. Old 
154,000 

senes, 5. 1-16. 
宮（一崎般系 ・友人文愛科

Australasian journal of Philosophy v. 1-44. 329,000 
学〉

Hobbes. T. works. 11 vols. 115, 000 

Reportorium fiir Kunstwistenschaft. Ed. by Adolf Woltmann, 

Franz Schestay, Hubert Janitsches, Henry Thode, Hugo von 
670,000 八（一系般代 ・人修文次科

Tschudy, Karl Koetschar, Wilhelm Saetzold. Bd. 1-52 (1876 
学）

-1931). 

Statistik des Deutsc.hen Reichs Alte Folge 1873-1884. 94 Bde. 550,000 

Deutsches lnstitut fi.ir Wirtschaftsforchung ; Wochenbericht. Jg. 180,000 

6-15 (1933-1942),0hne Jg, 11. 9 Bde. 

(cont.) 

Reforme sociale. 630,000 

Societe Eoonomie Sociale. Unions de la Paix Sociale. Paris. 

Ser. 1-5 (1881一1904) 尼崎般 厳
（ー ・社会科

Radical periodicals in the United States. 661, 600 学系〉

Bank Archiv. 570,000 

Jg. 7-43. Heft 1-6 

1908-1942, und Bankwirtschaft 1943-1945. 

37 vols. 

有価証券報告書第二部上場会社（昭和40年度～44年度〉マイクロ 540,000 

フイッシュj仮

Insurance Law Journal. 198.000 
和（一学証l般木系〉・社訟会太郎科Nos. 249-467, 1943ー1961. Reprint. l'uper bd. 

Mensch und Arbeit. Zeitschriit fiir Schopferische Betriebsfuh- 130,000 

rung. Jg. 1-11 

Pravda. 1917-1955. Micro-Film (101 reel) 753,500 

Corpus Reformatorum. Philippi Malar川1onisOpera Quae Super- 418,000 

sung Omnia. 28 vols. Halle. 1834-1860 

太政類典 ・公文類爽（マイクロフィルム版〉 383,000 伊東 乾

第1筋〈自慶応3年至明治4年7月〉～第2t.':i （保氏・2) 金（学一系子般）・社芳会科雄
（自明治4年8月至凶年〉ポジテイヴ35日四 70リーノレ

Verhandlungen des Deutschen Bundestages: Bundestag. Steno- 486,100 

graphische Berichte. 42 Bde. 

毎日新任i｜片1マイクロ版
明 5年（創刊〉より昭和5年末まで全368リーノレ

1. 200, 000 ｜ （一生般 ・田社会正科学郎系）
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アメリカの大学図書館での経験

(1) メリーランド大学図苫館

私の滞在致しましたメリーランド州立大学は首

都ワシントンの北方に位置します。ホワイトハウ

スの近所でグレイハウンドにのり約30分，College

Parkでおりると，そこが即ちメリーランド大学

で，その名の通り大学以外なにもない所で・す。学

生数は3万名強，いわゆる総合大学で文化系理工

系双方の学部L、ろいろです。メリーランド大学は

首都ワシントンの政府機関に一番近い総合大学で

あると L、う地理的条件があり ，極く最近までの政

府の航空宇宙産業振興政策に助けられ，とくに理

工学部の発展は著しいものがありました。ここの

コンピュータ ・七ンターはアメ リカでも有数のも

のです。

私が勤務しておりましたのは， この大学の

Main libraryで，名を McKeldinLibrary とし、

いますコこの McKeldinLibrary は文化系の学

部及び大学院学生，教職員を対象としており ，工学

系利用者の為には別に工学図3館があります。そ

の他小さな図書室が2～3ありますが， 日本の大学

に見る研究室のような制度は見当りません。この

McKeldin Library に働いている人の数は普通

250人位で，管理する蔵書は100万冊弱て・す。アメリ

カの大学園古館と 日本の大学図古館との人事面で

の違いの一つは，アメリカでは自校の学生アルノミ

イトの数がやたらと多いことで‘す。私のいた謀は，

East Asian Collectionとし、う名称で，扱う資料

は日本語 ・中国語 ・朝鮮語ですが，私達の課に廻

されて始めて漢字平仮名にお目にかかるアルバ

イト学生が常時・1～2人はし、たものです。常勤職

員は4人ですから，1～2人も馬鹿にならない数

森 園 繁
（三附報センター ¥ 
パプりック ・ サーヒ・ス部｜刈覧~）

となります。ところで， この EastAsian Colle-

ctionは米国議会図書館（Libraryof Congress) 

の東洋部を除けばワシン トン周辺では一番大きい

もので，といっても現在整理された蔵密数2万3

千冊，日本語の資料が大部分で，中国語資料数 1

千冊と若干の韓国語及び英語図書があります。ア

メリカにある極東関係の図書館はたいていが中国

語の本が主体なのですが，メリ ーランドは反対に

日本語の本が中心です。 その日本語の本は，どこ

の図書館にでもあるような日本の社会科学人文科

学に関する基本的参考図書があることはもちろん

の事ですが，その外にこのメリーランドには他の

図書館には見られない極めて特長あるコレクシ ョ

ンが所蔵されており ますので，その事に就いて占

いてみます。このコレ クションは通称 Prange

Collection と呼ばれている もので，この Mr・

Prangeは姓名を Mr.Gordon W. Prangeとい

い，昨年日米同時封切で話題をよんだ映画 「トラ

トラトラ」の原作者です。どうして彼の名がつい

たかと申しますと，この日本語の資料を日本から

米国に運んだ立役者であった為，その名にちなん

で俗に PrangeCollection と呼ばれているわけ

です。このコレクシヨンが何故特長あるかと申し

ますと，日本が占領軍の支配下にあった昭和20-
24年（1945～49年〉の聞の日本での出版物が網羅

的に収集されているからなので－す。 その収集の範

囲は人文，社会，自然科学の各分野に及び，小は

一枚のパンフレッ トから，大は全集に至るまで実

に広範囲にわたっております。当時の占領軍の検

閲制度はかなり大幅なものであった事と思われま

すし，レコード，映画フィルム，放送用原稿，博土
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論文原稿等々もその対象になった事でしょうが，

今あげたレコード云々のような資料は別のどこか

に保存されているものと想像しますが，とにかく

それはひとまず置き，当時の出版事情からして文

字として印刷された出版物が一大コレクションと

して米国の東岸のー州立大学に十数年眠っている

のは誠に不思議な気がします。このコレクション

は大別すると，①単行本，②新lltl，③雑誌．に別

けられる，，cですが，その数は非常なものであり，

いずれもまだ椛理が完全ではないため正確な数は

つかめませんが，概略，単行本5～6万冊｝，雑誌

1万タイトル，新聞 1万タイトルに近い数字が計

算されております。このコレクションの中心は数

から云えば，単行本になる訳ですが，質の点から

見れば雑誌新聞類に遠く及びません。もちろん単

行本の中にも今の日本では容易に乎に入らないよ

うな木，たとえば文学書類の初版本などもありま

すが，それは全体から云えば少数です。然しその

少数の中にも特殊なものとして児童凶』のコレク

ションなど極めて価値あるものもあります。日本

の児童扶l係凶－JJ館を調べた訳で・はありませんが，

多分日本の戦後数年間の児童図自をあれだけ立自

に所蔵している研究施設は日本にはないものとjι
われます。私も幼年時代に馴れ親しんだ児童作

家，画家，漫画家の作品に彼地でお目にかかれる

とは全く思いもよりませんでした。その分野の研

究者には正しく垂誕もの間違いありません。又こ

れは少数ですが，当時の占領軍に危険と判断され

た世一一典型的な例は占領軍の政策を批判した告

ですがーーで検｜捕を受け “delete”と赤文字で抹

rl'lされた個所のある図書があります。これはすな

わち出版された時には当時の人々には抹前部分は

印刷されなかった訳で，極めて興味深いもので

す。このように興味を惹く図告もある事はありま

すが，先に書きました如く新聞雑誌類の方が極め

て特色ある資料で，いまだ整理が全部には行き届

いていないため全貌はつかめませんが，私が少し

ばかち手をつけた資料の中にもこれはと思うもの

が多数あり ，これが全部整理され研究者の利用に

供せられるようになった暁には，或いは戦後日本

史を新しい方向から見なおす事が出来るのではな

いかと思った次第です。たとえば新｜周知について

見ますと，都会の大新聞は何処にでも見られるも

ので別に取上げるまでもありませんが，ここには

いわゆる地方紙が突に丹念に集められているのに

は篤きました。占領軍の政策として特に地方紙の

収集に力を入れたと云う事でもないでしょうが，

私達がサンプルとして選んだ 2千強のタイトルか

ら判断致しましても，現在日本では地元にもない

と思われるlfrl制紙が多数あります。叉その収集の

範囲も単に一般紙とJlJlらず，娯楽紙，政党紙，団

体の新聞から来ては大学新聞にまで及びその収集

の広範囲な事は，占領軍だからこそここまで出来

たのだと思わせられます。昨年東京大学新聞研究

所の先生がメリーランド大学のこの新聞紙の山を

見てー騰され，これだけのものは日本のどこにも

ないと申していきました。これ又この分野に関心

ある研究者には， .fil誕の的となるコレクションで

す。ただ．これ程の内容あるコレクションではあ

りますが，何にしろ出版されてから数年もたって

いる上，当時の決して上等とは云えない紙質に印

刷された新聞紙ですから，相当にいたんでおり ，

今すぐにでも何とか処理しないと死滅を待つのみ

と云った新聞紙も多々あります。叉保存の状態も

良好とは云いかねますので，今のうちにマイクロ

フィルムにとるとかの処理を講じないと:i'l:重な資

料が無に制する惑にもなりかねません。尚，別の

例で中しますと，労働組合関係に関してだけ取り

あげてみましても，ある企業の組合が発行した資

料がそのパンフレット一枚に到るまで収集されて

いるのですから本当に驚きます。又収集に関して

も，日本のある地方の新聞紙はそれほど収集され

ておらず，その隣の地方では良く収集されている

など，何処かに主主穴がめったような感じも致し

ます。つまり収集の徹底さと地域別，この両者の

聞がアンバランスで妙な感じがします。これは全

くの当て推量ですが，社会主義運動が盛んな地方

には取締りを強めたのかも知れませんし又日本

の各県の文化活動には自ら程度の差がありますの

で，それがそのまま収集の量に反映したのかも知

れません。とにかく面白い現象だと思います。

上述の新聞に就いての事は大体雑誌類に就いて
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も云えるおなのですが，これ又戦争後の数年間の

雑誌をこれだけ（約一万タイトル〉所蔵している

研究機関は日本にはないでしょう。その収集の範

囲も各分野に及び，おびただしい盆と質て・す。一

例を挙げれば文学同人雑誌があります。未整理の

為はっきりしたタイトル数は判り兼ねますが，そ

の盆の多いのには全くウンザリしたJJj:でした。都

会と地方の別なく ，老若男女を問わず，詩に文章

にゆ1日に・日本を切るく歌いあげている作品を自の

前に致しますと， 「リンゴの歌」のイメージも浮

び上り，感無量になる事一再ならずでした。特に

都会では区や町の青年会，又地方では各部落の青

年団の若い男女のエネルギッシュな合唱には，其

の単調な技巧，月並みな表現にもかかわらず胸を

打つものがあります。 この文学同人雑誌の各ジャ

ンノレの雑誌だけで、も，それはそれなりの価値ある

コレクションとなる位の分量です。次にたとえば

社会主義・共産主義関係の雑誌を見ても，非常に興

味あるものが多数あります。と申しますのも先に

単行本の所で“delete”の赤文字が公けに発売され

る前の形態の図訟にある事を紹介致しましたが，

この事は雑誌の場合には特に然りで，位の多いこ

とと同時に，公けに発売される前の状態が解るの

が著しい特長です。たとえば共産党機関誌の「前

衛」を例にとってみますと（もっともこの例は極

端な例ですので妥当性を欠く恨みもありますが，

メリーランド大学のこのコレクションにはこう云

う雑誌も所蔵されていると云う ことでお読み下さ

ればと思います〉，この雑誌の創刊号は昭和21年

2月に発売され，以後月刊誌として占領時代をと

にもかくにも生きのひ：t.：訳で、すが，その聞のIn:11'.r

を見ますと日本の戦後史を面の当り見る感じが致

しますcつまり終戦半年後にこの雑誌は創刊され

た訳で‘すが，その当時は掲載記事も検凶をフリー

パスで通過しており， その状：富は暫く続き，加何

に革新がjな論文でもそのまま掲載発売許可がおり

ています。然し年が明け昭和22年， 23年と月日が

進むにつれ，検閲も厳しさを加え，或る場合には

その記事を全面削除，又或る場合にはほとんど原

型をとどめない迄削除訂正してから始めて掲載許

可，又或る場合には一言一句にまで赤くぬりつぶ

されてようやく出版許可，と誠に完l留なきまでに

検閲が行われるようになり，たとえば「強圧的な

マ元帥は云々」と云った章で‘すと「強圧的な」が

赤く消され，その理由として“nottrue" （事実

に反する〉と云った具合で、す。年月 日を；倹軸にと

り，削除の頻度を縦軸にとり，平面座標でこの現

象を考えてみますと，横軸に記入される占領事の

政策なり，日本政府の施政方針，又世界的に見て

の冷戦の諸事件，そう云った諸項目を敏感に反映

して，縦i仙の削除の頻度が上下するのが如実に比

られるのは興味津々たるものがあります。特に昭

和22年中期頃からグラフが上昇， 23年に入ると急

カーブに上昇して行きます。特にこの「前衛」の

場合には，時には，作者の原稿まで立派に保存さ

れておりますので，原稿，ゲラ刷り ，そして発売

された雑誌の 3つを比較対照することが出来ます

ので，単に出版検閲制度を研究する点からのみな

らず，もっと別の観点，戦後日本政治史，社会主

義運動史，と云った点からも面白い研究が山米そ

うな気がしました。又現にこの 「iiii術」などを中

心にして，このメリーランド大学の資料を中心に

日本の検｜則制度を研究している若いア メリカ人

（彼は ドクター論文の完成を目ざしているのです

が〉もいる所を見ると，その研究の成栄はともか

く，このi'l重なコレクションを使用しての紋初の

成果はアメリカ人の手に成るのではと懸念致しま

す。尚この原稿なりゲラが検閲された場合，その

個所の英語訳と検閲者のサイン入りの検閲削除理

由が添付されている場合がありますので，それが

Mrkeldin Libraryの全景
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文一回このコレクションの側他を高める所以で

す。又この雑誌類は，新聞と違L、かなり整理が進

み，一応凶覧利用出来る状態に近づきつつありま

す。

(2) アメリカの大学における極点関係凶苫館の

運営

メリーランド大学の EastAsian Collectionを

恰；坦i!.li也－している librarianに就いて当いてみま

すと，現在 professionallibrarian が2人， lib・

rary trainee が 1人おります。又他に clerk 1 

人， パートタイムのアルノくイトが 2～ 3人，常時

総勢6～7人で‘す。 professional librarianの内

訳はアメリカ人と中国人で， librarytraineeに

ようやく日本人が入っています。アメリカの社会

では，このプロとノンプロの別がなにかとやかま

ししそれは大学図書館も例外ではないのです

が，ここの EastAsian Collectionに凶してだけ

は， traineeがプロの仕事をも行っております，

と云うよりやらなければならないような工合で

す。 と申しますのも， 日本人の librarian がそ

れ丈得難L、と云う事情が裏にあるからです。又

East Asian Collectionはその対象が日本語中国

語なと‘で・苦かれた資料で，欧米の librarianから

凡た場合余り に特殊な言語で近寄り難L、ため，組

織上は CatalogingDepartmentに属しているこ

の小さな EastAsian Collectionの人々はプロも

ノンプロもなく，とにかく図自の発注から受入れ，

tJI＝集，その後の利用及び referencework, 叉I時

にはラベル貼布作業等々図f1館業務は大小にかか

わらず全てやらなければなりません。ですから尖

際上は McKeldinLibrary の中の mini-library

な訳です。このような事は何もメリーランド大学

に限った事で‘はなく ，他の極東関係凶虫館でも大

同小異のようです。

先に日本人 librarianが得難いと書きました

が，それを少し数の上でー見てみたいと思います。

それには，アメリカの libraryschool に学んだ

学生数を挙げて参考に供したし、と思います。中国

及び朝鮮人の数も併記しますと，少し年度が古い

のですが，下表の通りです。

！日本人｜中臥｜朝鮮人「…配 ω4～侃年間の卒梁予定者｜ 16 J 15 3 ｜ 
計 I124 J 572 I 

中国人572人に比べますと日本人124人ははなは

だ少く ，現在70～71年度にはこの差はますます聞

いているものと忠われます。叉一方アメリカでの

極東凶係の資料の激増振りは驚くべきもので，今

アメリカを代表する University of California 

(Berkeley）と Harvard University の極東関

係資料の最近の成長をグラフで見てみますと次の

ようになります。両大学とも概略%が中国語，%

が日本語資料で‘す。
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v
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このグラフで見ますと両大学共にほぼ10年間で

資料が倍増しており ，その激しさを物語っており

ます。この数字の矧｝JII娠りはこの両大学に限った

~Jfではなく ， Library of Congress をはじめ，

Columbia, Michigan, Chicago等々でも同係の

現象が見られるIj］＇.を考え合わせますと ， 日本人

librarianの需要はますます切実なものとなる訳で

す。日本人 librarianの場合とは反対に他の国，

たとえば中国人の場合には仲々職を見つけるのが

困難な程で，私はメ リーランド大学の library

schoolで3人の中国人同期生を知っていますが，

卒業間近になるまでその 3人は職探しに実に四苦

八苦しており，宰L、3人共に就職出来ましたが，

自分の仕事を一番L、かせる極東関係の仕事はつい
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に見つからず， 他の部門でアメ リヵ人の｛中間に入

って一緒に仕事をする事になり随分と大変なこと

だろうと想像されます。因みに同 libraryschool 

は創立6年目の新しい事もあり，私が最初の日本

人卒業生でした。それやこれやの事情もあり ，

「物は少きを以って貴しとする」の原理に従い，

日本語が読めて話せて書けると云う 日本では全く

当然の事が彼地では一番の武器になる訳ですが，

それにしてもアメリカ人研究者学生が私達に質問j

して米ることがものすごく幅広い事は暫く措くと

数しましでも，その質問の程度が高L、事には驚く

ものが去ります。たとえばこれは学生の例です

が，首都ワシントン郊外に Georgetown大学があ

り，そこの日本語科の学生2人がよく私達の資料

を利用しに来ていましたが，当時Sさんは24～5

歳で修士課程， Bさんは21～2歳で学部課程， 2 

人と も日本に留学した経験をもち日本語を話すそ

の話し方はまず美事と云うより外ありません。 1

～2年の留学期間に難解な日本語をマスターした

その努力には頭が下がります。その日本語，日本

文学にfち込む態度も誠に真剣で，たとえばBさ

んの学士論文のテーマは紫式部と清少納言の性格

を比較研究したもので， 40枚とし、う大部の論文を

ユ

書き上げて喜んでおりましたが，それが全文日本

語で書かれた事を知った時には驚きを新にした事

でした。 そこで日本人 librarianはたとえ相手が

学生の場合でも相当高度の質問に答える覚悟が必

要であると同時に，単に library schoolでの授業

で満足していてはいけないので日本の 文学，美

術，歴史， 又最近では経済及び政治情勢にも絶え

ず最新の情報を得るよう注意を払い，尚その上に

ある一分野では specialistたらねばならないと感

じた次第で、す。 この specialistとしての要求は

今後ますます高まる一方でしょう。叉これは日本

語なり中国語なりが普通のアメ リカ人には全く暗

号みたいなものですので，その資料の重要性を図

書館長なり大学の理事連に理解して貰い，そのコ

レクションの管理運営に必要な予算とか人事を動

かすには，非常な行政的手腕をも必要と される事

をも知らされました。この点では現状では中国人

の方に分があるように忠われます。

〔：在者は11{1f1J43年7月から2年あまりの間，米国メ

リーラントー大学大学院において図脅館 ・情報学を学

ぶとともに，同大学図告白自において現場研修を受

け，l作年10月帰国したが，本航はその留学体験をま

とめたものである〕

ス ー~

《工学図書館》 委託図お飢に指定された。これにより新特許法のもと

食矢上台の新工学図書館への移転計画 で公刊される全部の特.i'i公¥flmが工学図書館で閲覧で

新工学凶書館は今年8月末に完成の予定である。従 きることになる。

って， m図書館への移転は 9月末までに完了し， 10月 《日吉図書館 ・日吉研究室》

から新図3館を部分的にDA館するが，明年3月までの 会日吉情報センター設立準備

聞は小金井の旧図書館の業務も部分的に継続される。 日吉情報センタ ーは明年4月の発足をめどにいよい

明年4月を以て矢上台の新工学図書館すなわちJI.JI工学 よ本俗的に準viiiがIJIJ始されている。まず，日吉↑，＇；－報セ

tii織センターを正式に開館する。 ンター設立のための重要事項を審議するために日吉附

会工学図書館副館長代行者 報センター準備委員会が設置され（P.31参照〉，すで

工学図書館高IJ館長高橋吉之助忍が本年度の特別研究 に活発に活動を開始しているが，これと並行して，日

休暇制度の適用を受けるため，その期間の副館長職務 吉図書館および日吉研究室のl隊員への説明会等も行な

代行者として須網哲夫君（工学部教援〉が任命される われた。

こととなった。 会日吉図書館副館長の更迭

1念特許公報等の管理委託の指定 日吉図書館副館長村田碩男君の任期満了に伴い，昭

本年 1月の新特許法施行にともない， 公開公報等が 和45年10月1日付で新たに三沢進君（法学部教授〉が

7月以降公刊されるが，工学図書館は改めてこの管理 後任直IJ館長として就任した。
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且..........a』‘ ...‘ L~ 色 ＆ £ 且.. j巳＜＜ ‘.』.. ........ 由命《...... 日明 －、，~凶........ 、，、

研究 ・教育情報セン ター

年 次 統 ふー＝＝ロ 資 料

昭和 45 年度

I I司占jl_Hえび桜本1'1 II 必3統計 m 利用紙；｜－

IV 会議一覧 v 刊行物一覧 ¥1 委員会名簿

：凶告 費 および製本 費

｜ヨ : • 巴vf ~'i 1¥-店 4: j日

45年度（！完封D I 46年度（予知 45年）.［ （＇.万総） I 46年度（予算）

円 ｜斗 円

一 回 情 セ 81. 709. 145 7.480.000 7. 708.000 

図 1,11 館 38,589,000 41. 290, 000 3,080,000 3,000,000 

lilf 先 室 42,410,000 47,211. 000 4,400,000 4, 7，凶，000

特定法金（久保凹〉 710.145 

日 吉図書館 6.529.025 712.000 715.000 
5,408,935 6.288,000 

臨時部（J!Jl科~） 520,080 

補助金（事｜吸引｜） 600, 010 

日吉研究室 8. 745.000 847,000 906.000 
8,545,000 9.400.000 

臨 H在 剖1 200,000 

医 M寸A・ 情 セ 15.462.912 1. 124.000 1.225.000 
14,100,000 15,550.000 

臨時｛fllc底！科~〕 819,490 

特定基金（草間〉 543,422 

工学図 書館 9.678. 724 617.260 800.0叩
図 立； 館

9. 170.000 
1j)f 究 室 1. 730, 624 

臨時部（理料等〉 960,000 

特定基金 88,070 

計
｜｜ 

128，… l 11. 354. 000 
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l：蔵 書 統
a
L
E

’
 

昌一
日

1. 年間増加及び所蔵冊数

年 間 上首 CRH) 累 （冊〕

単 行 本 製 本 雑 誌
単 行 本 製本雑誌 メ口'- 計

和 洋 計 和 洋

三回1"i'iセ！ 9. 799 11,909 21. 708 10. 734 686,510 (73,572) (760,082) 

6,841 4,402 11. 243 3,500 519,904 73,572 593,476 

研究宝 2,958 7,507 10,465 7, 234 I 166,606 ? (166，印6)

日 τJ; 

図書鰐 3,546 372 3,918 538 17 555 66,547 5,295 71. 842 

研究室 2,017 2,651 4,668 209 812 1.021 65,680 9,316 74,996 

一l793 3 75811 

語学院tII 
l, 06211 15,783 45,762 

ノl、I 

計l II 槌卿胤叩…仏M附山，A』6臼印lげ7イ｜ド（αl77, 創ω側吋叫9の「司）＼＼卜ドlは仏1,川，

’h
E

－
 

ン

一

レ

一

カ

一
和

一
一

物

一刊

行

一

j
一

｜

一

エl

一

次

一

逐

一

q
L

一
洋 ti・ c極〉

士口
館

室

部

究

図

研

口
H

274 

70 

13 

349 

287 

419 

一回↑.守セ

図 書 館

V 究 室

4,859 l, 887 6,746 

医 学 的;,L
工学一 ｜｜

874 1. 487 2,361 

647 l, 347 

f.1-c極〕 6, 777 4,383 11. 160 
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目： 矛JJ 用 統 計－

1. 開館状況

｜ 開館日数｜ DH m’i ｜時 問
調ド

三 mmセ

図 主？ 館 289 9 : 00～21 : 00 （月～金〕 9 : 00～19 ; 00 （土〉

研 .l1l庫棟 290 9 : 00～18 : 00 （月～金〕 9 : 00～16 : 00 （土〉

日 τロ'= 

図 密 館 288 9 : 00～18 : 00 （月～金〉 9 : 00～16: 00 （土）

研 ・草野 態 9 : 00～16 : 30 （月～金〕 9 : 00～14 : 30 （土〉

医学 i"i'Iセ

338 9 : 00～20: 00 （月～土） 12: 00～11:oocn) 

工学図？？航

282 9 : 00～18: 00 （月～金〉 9 : 00～16: 00 （土〉

本 ;Q:,f;・冬季休暇j切は多少の変更あり

2. 閲覧 ・貸出冊数

館i タト 貸 111 （冊） 館内閲覧

教戦 H 大学院生l学部学生 （附〉

一 111 1i'l セ

第一関覧（閃〉 5,695 3,042 10，邸8 19, 405 68,237 

＊第二関覧 〈研〉 1. 249 1.150 x 2,399 IHl 架

円 づJ

図 m flt'! 816 6,673 7,489 32,909 

Wf • m J,n 。 x x IJH 架

医 A寸Aιー セ 。 。 。 35,462 全m」架

工学図部 館 。 。 。 20,569 全fJM架

本 9月～3月の 7ヶ月間の統計
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IV： 会議一覧

1. 情報センター協議会

4・13 1"行機センタ一所長及び三間的保センター所長

の候補者推薦，ほか。

12・11 医学情報センタ 一規程の審議，ほか。

2. 本部運営重量員会会議

5・13 四谷医学情報センタ一発足のための準備作

業，各地区の現況報告

7・3 日吉 日吉図書館及び研究室の視察，各地区

の現況報告

10・30 三田 各地区の現況報告

3・22 三同 日吉情報センタ－H回の打合せ，各地

区の現況報告

3. その他の関連会議 （学内）

5・22 三回 私立大学図？？館協会レファレソス分科

会

6・25 三回 私立大学図古館協会研究部会逐次刊行

物分科会

9 • 18 三回 国会図書館長と大学図古館長との小懇

談会

10・1 三回 日吉主任者との懇談会

10・20 三ITI 研究所（三岡地区）関係者との恕談会

11・30 四？？ 関東地区医学図書館協議会

12・22 ，， 医学部言干議会にて医学情報センタ－);Q

程等についての説明

4. その也の関連会議 （学外〉

5/13～14 東京大学図書館未来像セミナー

（日本図書館協会主催）

石川，渋川

7/ 2～3 熱海新著作権法論T司会

（文化庁主催）

孫福，天野

7/21～23 専修大私立大学図古館協会総会

高烏，石川ほか

8/19～21 北海道大 日本医学図宮館協会

研究集会（東日本地区）

佐藤，松岡 ；津田（講師〉，絞村 (.j法

師〉

9/16～19 軽井沢大学図書館研究集会

（払大連盟主催）

安西，奥泉

10/6～8 横浜市大 日本医学図虫館協会年次総会

外山， 津田ほか

10/13～16 京大大学園怨館l隊員講習会

（文部省主催〉

東田，熊田，横田， 梅戸， ，，，沢

11/11～13 広島 日本図密館協会全国大会

高烏，安西，丸山， 須田，渋川

V：刊行物一覧

A) p R誌，fll:H札研究誌

I. I< U L I C No.I 本部

2. 研究 ・教nm縦センター ・ニュース

No.I～6木部

3. Librnry System Vol. 9, No.I～3医学的セ

B) fH誌，文献集

4. Xi猷シリーズ No.IO （手形法 ・小切手法〉

三回情セ

5. ，， No.11 （経済学関係記念、論文集記

事索ヲ｜〉 三間↑，＇iセ
6. 医学教育文1liti主将iVo"I. 1, No.6～ 

Vol. 2, No.5 医学的セ

7. 同内館学 ・ドキュメンテーション文11lt集

月1同 医学的セ

C）新収図古目録

8. 海外線誌目次速級（経 .il"!i関係）

月2回 三図的セ

9. 1収書速報 月2回 三間約セ

10. コンテ γッ速＊ 月3回 医学情セ

11. New Book List 月1回医学的セ

D）政1＇（円録，その他

12. J竹川l維誌日銀 工学岡

13. テクニカノレ・サービス苅1

業務マニュアノレ 3部 三岡mセ

14. スタップ ・マニュアノレ 6編 医学情セ

- 30-



動吉

通 義

俊太郎

陽子

隆 犬

継 一

博 ‘，， 
止l

弥之助

夫郁

働

島

国

野

崎

井

川

東

西

有

大

太

佐

山

怯

石

伊

安

文学部教授

経済学部助教綬

法学部教皮

商学部助教筏

研究室迎営委n長

研究室主市

三回1",'I綴セン9一副所長
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テクニカル ・サービス部長

同
パブリック ・サーピス部長代理

失

茂

美

乾

定

允

正

健

裕

為
。医学情報セソター協議会

(?Jljl;'flj学教授）

（生理学助教綬）

（微生物学助教綬〉

（病理学助教段）

〈内科学専任講師）

（形成外科学専任講師）

（健康相談部長／内科学助教援〕

（中央臨床検査部長／病理学講師〉

（徴生物学教授〕

（解剖学教授〉

（耳鼻咽喉科教綬〕

（医学部事務長〉

（医学的側センタ一日｜｜所長）

。工学問1"1}Mi閃；！？委日

佐 伯

iii 岡

日比野

水島

川瀬

坂田

（機械工学科専任講師〉

（電気工学科助教綬）

（応用化学科助教授）

（計訊IJ工学科教綬〉

（管理工学科専任講師〉

（工学基礎／計測工学科教俊〉

｛旦夫

玄吉郎
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陽之申10

11r 朗

~~主 ；た

Ml！一郎

久 己

大 蔵

和悦・

安恒

正 H~

lミ 1£

人

夫

知
士
心
克

浩

知

真

三

武

井

垣

辺

辺

山

野

島

場

井

木

木

m

高

波

渡

航

族

五

入

牛

嶋

鈴

山

凶

作

一一

一

可

隆

三

久

夫

三

位

縦

郎

治

歳

世

和

夫
惜
什

郎

進

治

夫

夫

道

成

澗

孝

孝

降

忠
四
昭
大
和
三
汁
目
的
不

主主

良

敏

哲

博

良

お

同

鉢

東

井

問

川

水

木

崎

山

塚

川

木

間

場

井

島

野

山

野

間

沢

木

山

網

川

問

レ
U

S
E
J
 

高

沢
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山

川

沢

仏

両

手

石

鈴

村

牛

嶋

水

口

桃

久

鎌

三

荒

外

須

石

油

仲

明：委員会名簿（46年度〉

0研究 ・教育的知セ γター協議会

情報センタ一所長

文学部長

経 済学部長

法学部長

商学部長

医学部長

工学部長

大社研究科委員長

文学部教授

向上

経済学部教綬

同 助教綬

~；’学部教授

向上

商学部教綬

向上

医学部教授

向上

工学部教授

同 助教綬

文学部教援（大社〉

情報科学研究所長

塾監局長

日吉図密館前l館長：

日吉研究室運営委員長

医学信号線センタ一所長

工学図m館冨IJ館長代行

三回情報センタ一目IJ所長

医学的報セγタ一日｜｜所長

。 日吉情報センター準備委民会

（情報センター所長）

（日吉研運営委員長〉

（日吉図書館副館長〉

土
大
治
進

正

良

烏

木

沢

官
同
菅
川
一
一一

長

事

呂
H

u

w

委

幹
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雌

秋

松
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義

芳

範

士

ロ

水

種

子

田

沼

約

千

金

庭

主

H

。三回情報センター協議会

文学部図$委員長

経済学部図怨委員長

法学部図書委員長

商学部図w委員長

大社研究科図書委員長



夫

道

進

雄

治

司

夫

成

夫

充

夫

弘

正

博

正

良

昭

敏

良

哲

孝

。研究 ・教育前線セ ンタ 一本部運営委員会

作'fl袈セ ンタ 一所長 高鳥

三回↑'i'i報センタ一日IJ所長 石川

日吉図3館副館長 三 沢

口吉1:81古館総務部長 海」三原

口古研究室運営委只長 荒木

日吉研究室主事 1吉本

医学情報セソタ一所長 外山

医学情報センタ－if.I］所長 津田

工学図m館高I]館長代行 須網

工学図f号館主任司：ll 大沢

本部事務室長代理 福留

本部事務室係主任 孫 福

（人文科学部門主査〉

（社会科学部門主査〉

（自然科学部門主査）

（語学部門主査〉

（日吉主任〉

（日吉事務長〉

（日吉図書館総務部長〉

（日吉図古館整理課長〕

〈日吉研究室主事〉

（図m館・情報学科助教授〉

（本部事務室長代理）

（本部事務室係主任〉

〈日吉図怒館運用課係主任〉

二

雄

郎

夫

郎

郎

総

之

司

男

夫

弘

光

一一
一

秀

秀

健

良

正

正

昭

雅

孝

箕輪

西岡

山田

瀬下

回 Jゐ
小野

海老原

問中

宮本

長沢

福留

孫、福

宮本

委員

，， 

，， 

ザ
一
局

一
フ
パ
務

オ
一
事

，， 

，， 

，， 

，， 

博

いでとらえられ，それがやがては学部教育の向上

と｜文｜書館サービスの改善を促してゆく ことが望ま

れます。

。木号から連載記事として「慶応義塾図書館史」

が登場しました。たゆみない時の流れをふりかえ

り，人類の叡知の函ともいうべき図書館の足跡を

再検討することは，貴重な教訓となるでしょう。

0研究者にとって研究資金の獲得は常に切実な問

題であることに変わりありません。

木号では文部省fl・学研究費補

助金の公募から審査 ・配分まで

の実態を調査しその結果をまと

めて掲載しましたが，特に評点

の要素，種目別の採択率など，

申請の際の参考に供されること

を期待します。

。昭和45年度の義塾の収支決算がこのほど確定し

ましたが，それによると国庫補助金は総額で560

百万円と伸びているものの，それを収入に折込ん

でも最終的に47百万円の赤字決算となっていま

す。今後，国庫補助金の飛躍的な伸びでもないか

ぎり，義塾財政はさらに逼迫せざるを得ないもの

と思われます。

第2年目を迎えてさらに積極的な活動を推し進

めようと している情報センターにとっても，きび

しい現実を感じさせられる昨今で・す。 （孫福〉

。時・のたつのは早いもので，情報センター組織が

発足してから今年で2年目に入りました。発足後

のあわただしい業務処理に追われ，ふと気付いて

みたらもう丸 1年を経過していた，というのが関

係者に共通の実感で、はないでしょうか。

いっぽう ，今年4月から医学情報センターが発

足しましたが，これによって北里記念医学図内館

当時から推進して来た我が固に

おける先駆的な文献情報サービ

スの内容に，真にふさわしい組

織と体制が与えられることにな

ったわけで‘す。

。巻頭¢「情報センター 2年目

を迎えて」 （高鳥所長〉は，以

上のような状況を附まえて，過去 1年間の活動に

ついての総まとめと，今後の事業計画について述

べたものです。情報センタ ーの活動ぶりを知って

いただくには，巻末の年次統計資料とあわせてご

一読下さることをお奨めします。

安西論文「学生の図書館利用のー断面」は，学

部学生の図書館利用の傾向実態にメスを入れたも

のです。今後さらに深く分析されなければ安易に

断定を下せない点も少からず残されていますが，

この種の調査が学部教育の方法等とのかかわりあ

百己編 集 後

編集委員

本部事務室孫町 弘
同 上 渋川 !ff！：俊
三回情報センタ一安西郁夫

日吉図書館武田 るい

日吉研究室宮本 ：昭司
医学情報センター 沢井 清

工学図書館中島 紘 一
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